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意
外
と
知
ら
な
い
「
災
害
」
！
！ 

そ
の
知
識
は
本
当
か
？ 
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「
災
害
発
生
！
自
分
だ
け
が
助
か
る
た
め
の
災
害
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

「
火
事
！
地
震
！
ミ
サ
イ
ル
！
も
し
も
の
時
に
家
族
を
守
る
完
全
医
療
マ
ニ
ュ
ア
ル
」 

 
 

  

意
外
と
知
ら
な
い
「
災
害
」
！
！ 

そ
の
知
識
は
本
当
か
？ 

医
療
の
目
線
か
ら
見
た
「
災
害
」 

知
っ
て
い
る
も
の
だ
け
が
生
き
残
る
？ 

 

佐
々
木
勝 
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目
次 

 

一 

災
害
は
忘
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
や
っ
て
く
る 

 

●
災
害
文
化
の
消
失…

・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
頁 

 

 
 

核
家
族
化
、
老
齢
化
と
と
も
に
自
助
・
共
助
が
難
し
い
時
代
！ 

●
土
手
の
桜
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
９
頁 

 

 
 

な
ぜ
桜
の
名
所
は
川
べ
り
に
多
い
の
？ 

災
害
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
！ 

 
 

土
手
の
桜
を
見
た
ら
「
水
害
対
策
」
を
！ 

●
「
支
援
金
」
と
「
義
援
金
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
１
頁 

 
 

寄
付
金
の
行
き
先
は
？ 

●
「
仮
説
診
療
所
」
と
「
救
護
所
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
１
頁 

 
 

無
料
な
の
は
ど
っ
ち
？ 

●
避
難
所
か
ら
収
容
を
断
ら
れ
た
寝
た
き
り
の
被
災
者
！
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
２
頁 

 
 

避
難
所
は
医
療
や
介
護
が
必
要
な
被
災
者
の
収
容
に
は
収
容
責
任
の
問
題
か
ら
限
界
が
あ
る
！ 

●
ホ
ー
ム
レ
ス
の
被
災
者
を
避
難
所
が
拒
否
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
３
頁 
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●
医
療
や
介
護
の
必
要
な
人
の
避
難
所
の
受
け
入
れ
の
決
定
は
「
判
断
」
で
は
な
く
「
決
断
」
！
・
・
・
１
３
頁 

 
 
 

『
判
断
』
と
『
決
断
』
は
異
な
る
！ 

 
Decision making

（
意
思
決
定
）
は
管
理
監
督
者
（
首
長
）
の
仕
事
！ 

●
災
害
対
応
は
市
町
村
単
位
が
原
則
！
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
５
頁 

 

 
 

何
で
も
か
ん
で
も
県
や
国
の
対
応
で
は
な
い
！ 

地
域
防
災
計
画
も
含
め
た
全
体
の
組
織
構
造
を
知
っ
て
お
く
こ
と
が
重
要
！ 

●
台
風
で
ゴ
ル
フ
場
の
ネ
ッ
ト
が
倒
れ
自
宅
が
壊
れ
て
も
相
手
は
保
証
す
る
義
務
は
な
い
！
・
・
・
・
・
１
７
頁 

自
然
災
害
で
の
被
害
は
相
手
が
あ
っ
て
も
自
己
負
担
！
？ 

道
義
的
な
責
任
で
は
何
も
保
証
さ
れ
な
い
！ 

 

二 

知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
こ
と 

 

■
「
災
害
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
知
っ
て
ま
す
か
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
１
９
頁 

 

 
 

情
報
交
換
に
は
言
葉
自
体
の
定
義
が
不
可
欠
！ 

■
「
災
難
」
「
事
故
」
「
災
害
」
の
言
葉
の
定
義
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
０
頁 

 

 

同
じ
事
故
で
も
地
域
が
違
え
ば
「
事
故
」
か
ら
「
災
害
」
に
呼
び
方
が
変
わ
る
！ 

■
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
と
「
リ
ス
ク
分
析
」
は
違
う
も
の
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
１
頁 
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「
想
定
外
を
想
定
す
る
」
の
が
当
た
り
前
！ 

■
災
害
時
の
救
出
救
助
の
大
原
則
は
、
救
助
者
自
身
も
含
め
て
新
た
な
被
害
者
を
出
さ
な
い
こ
と
！
・
・
２
２
頁 

 
 

自
分
自
身
や
被
害
者
の
安
全
を
守
れ
な
い
者
は
救
助
者
の
資
格
が
な
い 

 
 

一
人
の
怠
慢
が
組
織
全
体
の
災
害
救
助
活
動
の
妨
げ
に
な
る
！ 

■
災
害
の
応
急
救
護
訓
練
と
い
え
ば
何
故
か
し
ら
「
心
肺
蘇
生
術
」
が
主
体
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
３
頁 

 

「
心
肺
蘇
生
術
」
だ
け
で
は
災
害
時
の
負
傷
者
を
救
え
な
い
？
！ 

■
災
害
時
のC

PR

の
意
義
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
４
頁 

見
た
目
ダ
メ
そ
う
な
人
に
こ
そ
「
心
肺
蘇
生
術
」
を
！ 

「
外
傷
性
窒
息
」
を
知
ろ
う
！ 

■
平
常
時
のC

PR

と
災
害
時
のCPR
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
５
頁 

災
害
時
の
救
命
処
置
のAB

C

で
は
、
二
次
災
害
予
防
が
最
優
先
事
項
！ 

■
「
災
害
医
療
」
は
「
救
急
医
療
」
の
延
長
で
は
な
い
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
６
頁 

救
急
医
療
と
災
害
医
療
で
は
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
お
う
」
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
！ 

■
災
害
医
学
の
目
的
は
明
確
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
７
頁 

 
 

だ
が
、
経
験
の
蓄
積
が
得
ら
れ
に
く
い
！ 

教
育
者
も
不
足
！ 

■
災
害
医
療
の
専
門
家
と
は
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
８
頁 

 

「
専
門
家
（specialist

）
」
と
言
う
よ
り
「
熟
達
者
」
？ 

■
災
害
と
言
え
ば
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
２
９
頁 
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し
か
し
、
方
法
論
は
知
っ
て
い
て
も
そ
の
概
念
が
知
ら
れ
て
い
な
い
！ 

■
ト
リ
ア
ー
ジ
は
誰
が
行
っ
て
も
良
い
の
か
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
１
頁 

 
 

『
業
務
と
し
て
の
ト
リ
ア
ー
ジ
』
は
歯
科
医
は
行
っ
て
は
は
い
け
な
い
。 

■
そ
も
そ
も
、
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
重
症
度
・
緊
急
度
に
よ
る
選
択
法
）
」
以
外
に
治
療
の
優
先
性
選
択

法
は
な
い
の
か
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
２
頁 

 

少
な
く
と
も
５
種
類
あ
る
！
何
故
、
そ
の
中
で
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
採
用
さ
れ
た
の
？ 

■
ト
リ
ア
ー
ジ
の
基
本
原
則
の
「
最
大
多
数
に
最
良
を
」
と
い
う
概
念
は
正
し
い
の
か
？
？
・
・
・
３
３
頁 

 
 

「
誰
か
の
た
め
に
誰
か
を
犠
牲
に
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
？ 

 
 

倫
理
観
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
！ 

■
災
害
時
の
応
急
手
当
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
５
頁 

 

「
心
肺
蘇
生
術
」
だ
け
で
は
多
く
負
傷
者
を
教
え
な
い
？
！ 

①
開
放
創
か
非
開
放
創
か
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
６
頁 

 

開
放
性
な
ら
洗
っ
て
被
覆
、
非
開
放
性
な
ら
様
子
観
察
！ 

②
熱
傷
の
見
方
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
６
頁 

 
 

手
掌
の
２
０
倍
の
水
疱
が
あ
る
熱
傷
は
救
命
セ
ン
タ
ー
へ
！ 

一
番
深
い
熱
傷
は
痛
み
を
感
じ
な
い
！ 

③
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
７
頁 
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挟
ま
れ
た
人
が
「
下
肢
が
痺
れ
る
、
痛
い
」
と
言
っ
た
ら
す
ぐ
病
院
へ
！ 

④
出
血
と
止
血
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
８
頁 

 

 
 

新
鮮
な
赤
い
出
血
は
す
ぐ
止
め
る
こ
と
！ 

⑤
感
染
予
防
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
９
頁 

 

 

汚
染
し
た
創
は
消
毒
で
は
な
く
、
（
可
能
な
ら
異
物
を
取
り
出
し
て
）
洗
う
こ
と
！ 

⑥
鼻
血
と
耳
か
ら
の
出
血
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
３
９
頁 

 

 
 

頭
蓋
内
か
ら
の
鼻
血
、
耳
血
は
止
ま
ら
な
い
！ 

⑦
救
急
セ
ッ
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
０
頁 

 
 

無
い
も
の
は
即
興
で
作
る
！
安
全
ピ
ン
で
上
肢
骨
折
固
定
！ 

気
道
確
保
に
も
使
え
る
？ 

■
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
か 

 

①
パ
ニ
ッ
ク
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
１
頁 

 

惨
事
に
対
し
て
多
く
の
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
の
か
？ 

脱
出
を
求
め
る
集
団
的
逃
避
行
動
は
パ
ニ
ッ
ク
と
は
呼
べ
な
い
？ 

②
脱
出
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
２
頁 

 

 

避
難
の
原
則
を
知
ら
な
い
と
助
か
ら
な
い
！ 

 

知
っ
て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
！ 

③
避
難
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
４
頁 
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工
学
的
な
問
題
よ
り
人
間
的
問
題
が
大
き
い
！ 

④
情
報
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
５
頁 

 
 

追
求
し
過
ぎ
る
無
謬
性
（
む
び
ょ
う
せ
い
：
誤
り
の
な
さ
）
！ 

警
報
の
正
誤
を
被
害
の
大
き
さ
で
評
価
し
て
い
る
！ 

⑤
安
全
と
安
心
へ
の
過
度
の
期
待
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
７
頁 

 

 
 
 

安
全
は
比
較
的
な
も
の
！ 

安
心
は
心
情
的
な
も
の
！ 

⑥
地
震
の
避
難
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
８
頁 

 

 

机
の
下
で
は
な
く
、
「
生
き
残
れ
る
三
角
形
の
隙
間
」
に
横
に
な
る
！ 

■
建
物
崩
落
事
故
で
は
３
日
経
っ
た
ら
生
存
者
は
い
な
い
の
か
？
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
４
９
頁 

 

重
機
投
入
の
た
め
の
言
い
訳
？
！ 

■
「
耐
震
」
へ
の
過
信
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
０
頁 

 
 

「
耐
震
」
と
は
建
物
が
壊
れ
な
い
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
！ 

 

応
急
危
険
度
判
定
士
制
度
を
知
っ
て
ま
す
か
？ 

■
火
事
の
避
難
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
２
頁 

 
 

手
を
熱
傷
す
る
と
避
難
行
動
に
支
障
が
出
る
！ 

■
地
震
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
２
頁 

 
 
 
 

 

木
造
建
築
が
最
も
安
全
！
？ 
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■
津
波
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
５
頁 

 
 

 

津
波
の
速
度
は
時
速
９
０
０
㎞
に
も
達
し
、
津
波
が
来
る
前
に
逃
げ
る
し
か
な
い
！ 

■
雷
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
７
頁 

 
 
 

 
 

た
だ
し
ゃ
が
ん
だ
だ
け
で
は
ダ
メ
！ 

３
０-

３
０
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

■
洪
水
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
５
８
頁 

 
 

 

車
で
の
避
難
は
水
位
を
見
て
！ 

１
５
㎝
の
水
量
で
も
足
元
が
す
く
わ
れ
る
！ 

■
台
風
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
０
頁 

 
 

 
 

台
風
が
過
ぎ
た
後
の
火
災
や
感
染
症
に
注
意
！ 

■
火
山
噴
火
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
１
頁 

 

日
本
に
は
１
０
０
以
上
の
活
火
山
が
あ
り
、
噴
火
を
想
定
し
て
登
山
す
る
こ
と
！ 

■
雪
崩
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
３
頁 

 

 

自
分
で
雪
崩
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
！ 

■
土
砂
崩
れ
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
３
頁 

 

 

埋
も
れ
た
ら
ま
ず
助
か
ら
な
い
！
早
め
の
避
難
し
か
な
い
！ 

■
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
（m

a
s
s
 
g
a
t
h
e
r
i
n
g

）
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
対
策
は
十
分
か
？
・
・
６
４
頁 

■
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
６
５
頁 

 

 

爆
心
地
か
ら
数
１
０
０
ｍ
か
ら
１
㎞
の
生
存
は
不
可
能
！ 

死
の
灰
を
被
ら
な
い
、
吸
わ
な
い
！ 
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わ
が
国
は
言
わ
ず
と
知
れ
た
災
害
列
島
で
あ
り
、
近
年
は
「
災
害
は
忘
れ
た
頃
に
や
っ
て
く
る
」
で
は
な
く

「
災
害
は
忘
れ
さ
せ
な
い
た
め
に
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
ほ
ど
災
害
が
頻
発
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ら
得
た

さ
ま
ざ
ま
な
経
験
や
知
見
を
生
活
に
生
か
し
て
暮
ら
し
て
来
た
つ
も
り
で
し
た
が
、
本
当
に
「
災
害
」
を
理
解

し
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

 

●
災
害
文
化
の
消
失 

 

 
 

核
家
族
化
、
老
齢
化
と
と
も
に
自
助
・
共
助
が
難
し
い
時
代
！ 

昔
は
今
以
上
に
地
域
で
の
結
び
付
き
が
濃
く
、
そ
の
地
域
の
価
値
感
や
工
夫
・
伝
承
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
要
素

か
ら
災
害
へ
の
住
民
の
機
能
的
対
応
行
動
や
計
画
、
例
え
ば
消
火
の
際
の
バ
ケ
ツ
リ
レ
ー
、
と
い
っ
た
防
衛
策

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
そ
の
地
域
の
「
文
化
」
で
あ
り
、
「
災
害
文
化
」
と
呼
ぶ
べ
き
も
の
と
矢
守
克
也
氏

等
は
言
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
敗
戦
に
よ
り
、
帝
国
主
義
的
な
戦
争
史
観
に
よ
る
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
優
先
主
義

な
ど
に
よ
り
、
「
隣
組
」
の
よ
う
な
災
害
文
化
も
消
失
し
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

災
害
時
に
は
被
災
者
と
地
域
住
民
の
自
助
、
共
助
が
必
要
と
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
核
家
族
社
会
も
含
め
、

「
災
害
文
化
」
が
消
失
し
た
現
在
で
は
、
地
域
の
高
齢
化
も
含
め
て
、
自
助
・
共
助
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
し

ま
っ
て
い
ま
す
。 

 

●
土
手
の
桜 
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な
ぜ
桜
の
名
所
は
川
べ
り
に
多
い
の
？ 

災
害
を
忘
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
！ 

 
 

土
手
の
桜
を
見
た
ら
「
水
害
対
策
」
を
！ 

春
に
な
る
と
日
本
は
桜
見
物
一
色
に
染
ま
り
ま
す
が
、
な
ぜ
か
し
ら
桜
の
見
ど
こ
ろ
は
「
土
手
」
が
多
い
の

に
気
が
つ
く
は
ず
で
す
。
「
土
手
の
桜
」
は
防
災
上
の
工
夫
と
い
う
説
が
あ
り
ま
す
。
冬
に
川
の
土
手
は
降
雪

や
氷
結
に
よ
り
緩
ん
で
し
ま
い
、
春
に
な
る
と
梅
雨
に
な
り
川
が
増
水
し
て
土
手
が
決
壊
し
ま
す
。
そ
こ
で
土

手
に
桜
を
植
え
て
土
手
を
物
理
的
に
頑
丈
に
す
る
と
と
も
に
、
観
桜
す
る
こ
と
に
よ
り
日
頃
忘
れ
か
け
て
い
た

災
害
を
思
い
出
す
た
め
に
土
手
に
桜
を
植
え
た
の
が
、
今
日
で
は
桜
の
名
所
に
な
っ
た
と
い
う
説
で
す
。
現
在

で
は
「
土
手
の
桜
」
と
い
う
災
害
文
化
は
消
失
し
、
た
だ
の
「
桜
を
め
で
る
」
宴
会
に
な
っ
て
い
ま
す
。 

２
０
１
９
年
１
０
月
の
台
風
１
９
号
の
多
摩
川
の
氾
濫
に
お
け
る
堤
防
論
議
に
関
す
る
記
事
で
堤
防
建
設
の

是
非
の
議
論
の
中
に
『…

（
前
略
）…
我
々
は
堤
防
が
要
ら
な
い
と
主
張
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
い
ん
で
す
。

堤
防
が
で
き
る
前
、
川
沿
い
の
土
手
に
は
桜
が
咲
き
誇
り
、
松
林
も
生
い
茂
っ
て
い
た
の
で
、
も
ち
ろ
ん
こ
の

綺
麗
な
景
観
を
守
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
う
し
た
木
々
を
避
け
て
堤
防
を
建
設
す
る
と
い

っ
た
国
交
省
の
柔
軟
な
対
応
を
求
め
て
い
た
だ
け
な
ん
で
す…

（
後
略
）…

。
』
と
い
う
一
節
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
れ
も
災
害
文
化
の
側
面
か
ら
考
え
る
と
、
「
土
手
の
桜
」
は
災
害
文
化
と
し
て
災
害
を
忘
れ
な
い
た
め
に
植

え
た
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
、
過
去
か
ら
の
「
日
頃
か
ら
の
水
害
対
策
を
怠
っ
て
は
い
け
な
い
」
と
い
う
注

意
信
号
と
し
て
と
ら
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
な
の
で
す
。 
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●
「
支
援
金
」
と
「
義
援
金
」 

 
 

寄
付
金
の
行
き
先
は
？ 

実
際
に
災
害
が
起
こ
っ
て
も
、
ま
だ
ま
だ
知
ら
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
災
害
が
発
生
す
る
た
び

に
、
テ
レ
ビ
な
ど
で
は
被
災
地
や
被
災
者
へ
の
寄
付
金
の
募
集
が
始
ま
り
ま
す
。
「
そ
の
寄
付
金
は
ど
こ
に
届

け
ら
れ
る
の
で
し
ょ
う
か
？
本
当
に
被
災
者
の
手
元
に
と
ど
い
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
」
。
「
災
害
支
援
金
」

と
「
災
害
義
援
金
」
は
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？ 

前
者
は
自
分
が
応
援
し
た
い
団
体
や
関
心
が
あ
る
団
体
を
選
ん
で
寄
付
す
る
こ
と
で
す
。
後
者
は
被
災
者
に

お
悔
や
み
や
応
援
の
気
持
ち
を
込
め
て
直
接
届
け
る
寄
付
を
指
し
て
い
て
、
個
人
や
企
業
か
ら
の
義
援
金
は
各

自
治
体
の
義
援
金
分
配
委
員
会
で
協
議
の
上
、
市
町
村
を
通
し
て
被
災
者
に
直
接
届
け
ら
れ
て
い
ま
す
。 

 

●
「
仮
説
診
療
所
」
と
「
救
護
所
」 

 
 

無
料
な
の
は
ど
っ
ち
？ 

災
害
時
に
設
置
さ
れ
る
「
仮
設
診
療
所
」
と
「
応
急
救
護
所
」
は
ど
こ
が
違
う
の
で
し
ょ
う
か
？
前
者
は
仮

設
診
療
所
を
設
置
し
た
病
院
施
設
長
、
つ
ま
り
病
院
長
が
責
任
の
主
体
で
、
保
健
所
の
届
け
出
が
必
要
で
す
。

後
者
は
災
害
救
助
法
に
則
り
設
置
さ
れ
る
も
の
で
首
長
に
責
任
の
主
体
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
成
り
立
ち
の
違
い

か
ら
前
者
で
の
処
方
箋
は
保
険
診
療
上
の
医
療
費
が
請
求
さ
れ
、
後
者
の
処
方
箋
は
無
料
に
な
り
ま
す
。
一
見

ど
う
で
も
よ
い
よ
う
な
こ
と
に
思
え
ま
す
が
、
医
療
過
誤
な
ど
が
生
じ
た
と
き
に
は
責
任
の
所
在
が
重
要
な
論
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点
に
な
り
ま
す
。 

 
●
避
難
所
か
ら
収
容
を
断
ら
れ
た
寝
た
き
り
の
被
災
者
！ 

 
 

避
難
所
は
医
療
や
介
護
が
必
要
な
被
災
者
の
収
容
に
は
収
容
責
任
の
問
題
か
ら
限
界
が
あ
る
！ 

 

『
台
風
１
５
号
の
際
に
、
千
葉
県
内
の
各
市
町
村
で
は
、
避
難
所
も
次
々
に
開
設
さ
れ
て
い
る
が
、
受
け
入
れ

を
巡
っ
て
混
乱
も
み
ら
れ
る
よ
う
だ
。
１
１
日
は
、
寝
た
き
り
の
母
親
を
持
つ
人
か
ら
の
あ
る
ツ
イ
ー
ト
が
大

き
な
話
題
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
医
師
か
ら
停
電
で
の
対
応
は
で
き
な
い
と
言
わ
れ
、
千
葉
市
に
問
い
合
わ
せ

て
避
難
所
に
連
絡
す
る
と
、
寝
た
き
り
の
人
は
受
け
入
れ
て
い
な
い
と
断
ら
れ
た
』
と
い
う
報
道
が
あ
り
ま
し

た
。
こ
れ
に
対
し
て
市
の
防
災
対
策
課
は
「
ご
紹
介
で
き
る
施
設
に
つ
い
て
も
お
話
し
す
る
の
が
本
来
の
対
応
」

と
平
常
時
対
応
の
よ
う
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
述
べ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
大
災
害
時
に
は
情
報
や
各
組
織
の

連
携
も
混
乱
し
、
平
常
時
の
よ
う
な
適
切
な
対
応
が
難
し
い
場
合
が
多
い
た
め
必
ず
し
も
十
分
な
対
応
は
望
め

ま
せ
ん
。 

一
方
、
当
初
対
応
し
た
高
齢
福
祉
課
は
「
す
べ
て
の
指
定
避
難
所
で
は
、
ニ
ー
ズ
が
あ
れ
ば
、
福
祉
避
難
室

を
設
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
医
師
や
看
護
師
は
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
医
療
的
な
内
容
に
よ
っ

て
は
対
応
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
道
義
的
な
責
任
は
と
も
か
く
と
し
て
、
高
齢
福

祉
課
の
判
断
自
体
は
避
難
所
の
性
格
・
能
力
の
視
点
か
ら
見
た
場
合
、
医
療
や
介
護
を
必
要
と
す
る
人
の
受
け

入
れ
に
関
し
て
は
、
責
任
論
か
ら
し
て
必
ず
し
も
非
難
さ
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。 
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●
ホ
ー
ム
レ
ス
の
被
災
者
を
避
難
所
が
拒
否 

台
風
１
９
号
に
際
に
、
住
所
不
定
の
男
性
が
台
東
区
の
避
難
所
に
向
か
っ
た
と
こ
ろ
、
区
職
員
が
「
避
難
所

は
区
民
対
象
の
施
設
で
あ
る
」
と
い
う
理
由
で
断
ら
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
記
事
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ

で
広
が
り
、
多
く
の
人
が
怒
り
を
上
げ
、
結
果
的
に
台
東
区
長
が
「
対
応
が
不
十
分
で
避
難
で
き
な
か
っ
た
方

が
お
ら
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
、
大
変
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
」
と
謝
罪
コ
メ
ン
ト
を
出
す
に
至
り
ま
し
た
。

『
避
難
所
は
希
望
す
る
全
員
を
受
け
入
れ
る
の
が
望
ま
し
い
』
と
い
う
こ
と
に
異
論
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
自
分

が
避
難
所
の
一
員
で
あ
る
場
合
に
心
底
そ
う
思
え
る
の
で
し
ょ
う
か
？
ホ
ー
ム
レ
ス
の
方
も
含
め
差
別
な
く
受

け
入
れ
る
な
ら
、
こ
の
問
題
は
総
論
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な
い
問
題
で
あ
り
、
こ
れ
を
契
機
に
市
民
の
理
解

も
含
め
た
も
っ
と
具
体
的
な
現
実
論
を
始
め
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。 

 ●
医
療
や
介
護
が
必
要
な
人
の
避
難
所
の
受
け
入
れ
の
決
定
は
「
判
断
」
で
は
な
く
「
決
断
」
！ 

 
 
 

『
判
断
』
と
『
決
断
』
は
異
な
る
！ 

 
Decision making

（
意
思
決
定
）
は
管
理
監
督
者
（
首
長
）
の
仕
事
！ 

D
e
c
i
s
i
o
n
 
m
a
k
i
n
g

は
個
人
や
組
織
に
及
ぼ
す
リ
ス
ク
を
可
能
な
限
り
回
避
し
た
い
と
い
う
目
的
は
同
じ
で

す
が
、
職
位
、
職
責
、
状
況
な
ど
に
応
じ
て
違
っ
て
き
ま
す
。 

『
判
断
』
と
は
客
観
的
で
あ
り
再
現
性
が
あ
る
も
の
、
つ
ま
り
、
誰
が
や
っ
て
も
同
じ
『
判
断
』
に
な
り
ま
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判断と決断
判断（Judgement） 決断（Decision）

決定 客観的 主観的

再現性 有 無

規定・基準 有 無

職責 業務 責務

担当 担当者 決定者

業務 実務 意思決定

処罰 処罰 責任

中間管理職：判断
管理監督者：決断  

す
。
一
方
、
『
決
断
』
は
主
観
的
で
あ
り
、
再
現
性
が
な
い
の
で
、
人
が

違
え
ば
違
う
『
決
断
』
に
な
り
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
処
罰
に
関
し
て
も

表
の
よ
う
に
違
っ
て
き
ま
す
。 

 

『
判
断
』
と
『
決
断
』
の
相
違
を
知
っ
た
上
で
、
前
述
の
千
葉
市
高
齢

福
祉
課
の
対
応
を
再
度
検
証
し
て
み
ま
し
ょ
う
。
千
葉
県
の
高
齢
福
祉
課

の
対
応
は
、
恐
ら
く
市
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
に
沿
っ
た
判
断
で
あ
り
、
彼

ら
が
「
医
師
や
看
護
師
の
い
な
い
避
難
所
に
寝
た
き
り
被
災
者
を
無
理
に

収
容
し
た
際
の
医
学
的
な
リ
ス
ク
」
と
「
避
難
所
に
収
容
し
な
か
っ
た
場

合
の
寝
た
き
り
被
災
者
の
健
康
と
被
災
リ
ス
ク
」
を
天
秤
に
か
け
て
判
断

す
る
こ
と
は
彼
ら
の
本
来
業
務
で
は
な
い
し
、
ま
た
、
や
っ
て
は
い
け
な

い
こ
と
で
も
あ
り
、
組
織
的
に
不
可
能
な
の
で
す
。
彼
ら
は
あ
く
ま
で
マ

ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
て
『
判
断
』
す
る
職
種
職
位
で
あ
り
、
こ
の
よ
う
な
難

し
い
選
択
は
『
判
断
』
に
よ
る
の
で
は
な
く
『
決
断
』
に
よ
ら
ざ
る
を
得

な
い
も
の
な
の
で
す
。
私
の
目
線
か
ら
見
た
場
合
に
は
、
今
回
の
問
題
は
こ
の
よ
う
な
こ
と
は
『
判
断
』
事
項

で
は
な
く
『
決
断
』
事
項
で
あ
る
に
も
拘
ら
ず
、
市
長
に
決
断
を
仰
が
な
か
っ
た
指
揮
命
令
系
統
の
不
備
と
言

え
ま
す
し
、
そ
の
問
題
点
を
抽
出
・
描
出
で
き
な
い
市
の
防
災
対
策
課
の
課
題
と
言
え
る
と
思
い
ま
す
。 
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防災に関する調整組織

平常時
①中央防災会議
②地方（都道府県防災会議・市町村防
災会議）

非平常時
①災害対策本部（都道府県・市町村）
②非常災害対策本部（国）
③緊急災害対策本部（国）

 非常対策本部とは、地震・風水害・火山噴火などで大規模な災害が発生した場合に、
緊急応急対策を推進するために、内閣総理大臣が災害対策基本法に基づいて内
閣府に設置する組織。防災担当大臣を本部長とし、各省庁の局長級職員が本部員
として参加する。災害が極めて激甚である場合は緊急対策本部が設置される。

 緊急災害対策本部とは、極めて激甚な災害が発生した場合に、災害応急対策を推
進するために、内閣総理大臣が災害対策基本法に基づいて内閣府に設置する組
織。内閣総理大臣を本部長として、全ての国務大臣が参加する。平成23年（2011
年）に東北大震災が発生した際に初めて設置された。

 阪神淡路大震災の場合は、非常災害対策本部が設置されており、緊急災害対策本
部は東北大震災が初めて設置された。平成28年4月14日22:10熊本地震に対して、
非常災害対策本部を設置。

●
災
害
対
応
は
市
町
村
単
位
が
原
則
！ 

 

 
 

何
で
も
か
ん
で
も
県
や
国
の
対
応
で
は
な
い
！ 

地
域
防
災
計
画
も
含
め
た
全
体
の
組
織
構
造
を
知
っ
て
お
く
こ

と
が
重
要
！ 

『
２
０
１
９
年
９
月
１
８
日
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
お
昼
の
ワ
イ
ド
シ
ョ

ウ
で
Ｍ
Ｃ
が
台
風
１
５
号
に
つ
い
て
の
千
葉
県
知
事
の
対
応
に
怒
り

を
示
し
た
』
と
の
報
道
が
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
本
当
に

千
葉
県
知
事
が
今
回
の
災
害
対
応
の
陣
頭
指
揮
を
取
る
べ
き
な
の
で

し
ょ
う
か
？
も
ち
ろ
ん
、
心
情
的
か
つ
道
義
的
な
責
任
は
あ
る
と
思

い
ま
す
が
。 

地
域
防
災
計
画
は
市
町
村
単
位
で
あ
り
（
消
防
組
織
が
市
町
村
単

位
で
あ
る
一
方
、
警
察
が
県
単
位
で
あ
る
た
め
、
昔
か
ら
災
害
対
応

は
消
防
が
主
役
と
言
わ
れ
て
き
ま
し
た
。
）
、
そ
れ
に
則
り
、
災
害

対
応
は
下
位
の
行
政
で
は
対
応
困
難
な
時
に
そ
の
上
位
の
行
政
が
対

応
す
る
と
い
う
階
層
組
織
構
造
に
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
階
層
構
造

を
安
易
に
崩
し
て
し
ま
い
、
な
ん
で
も
か
ん
で
も
上
位
の
行
政
が
し

ゃ
し
ゃ
り
で
る
と
か
え
っ
て
関
係
機
関
や
組
織
が
混
乱
し
組
織
的
活
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激甚災害
地震や風雨などによる著しい災害のうち、被災地域や被災者に助

成や財政援助を特に必要とするもの。激甚災害法(1962年成立)に基
づいて政令で指定される。全国規模で災害そのものを指定する「激甚
災害指定基準による指定(本激)」と市町村単位で指定する「局地激甚
災害指定基準による指定(局激)」の2種があり、中央防災会議が定め
た「激甚災害指定基準」「局地激甚災害指定基準」に基づいて判断さ
れる。激甚災害に指定されると、国により災害復旧事業の補助金の
上積みがなされる。90年、激甚災害法が改正されて基準の大幅な引
き下げが行われ、以降毎年激甚災害指定がなされている。これまで
激甚災害(本激)に指定された主な災害に、94年の三陸はるか沖地震、
95年の阪神・淡路大震災、98年の台風5～9号による暴風雨災害、
2004年の新潟県中越地震、07年の台風5号による暴風雨災害、11年
の東日本大震災などがある。  

動
に
混
乱
を
招
く
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
経
済
的
な
負
担
も
担
当
市
町
村
単
位
で
あ
り
、
財
政
基
盤
の
弱
い
行
政

の
対
応
は
そ
れ
な
り
で
あ
り
、
そ
の
た
め
可
及
的
速
や
か
に
上
位
の
行
政
に
応
援
要
請
を
か
け
る
必
要
性
が
あ

り
ま
す
。
つ
ま
り
、
上
位
の
行
政
機
関
は
『
待
ち
の
姿
勢
』
が
基
本
な
の
で
す
。 

平
常
時
で
も
中
央
防
災
会
議
、
地
域
防
災
会
議
が
設
置
さ
れ
て
お
り
、
非
常
時
に
は
災
害
対
策
本
部
、
非
常

災
害
対
策
本
部
、
緊
急
災
害
対
策
本
部
が
設
置
さ
れ
ま
す
。
緊
急
対
策

本
部
は
阪
神
淡
路
大
震
災
で
は
な
く
東
日
本
大
震
災
の
時
に
初
め
て
設

置
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
の
台
風
１
９
号
に
関
し
て
、
よ
う
や
く
特
定
非

常
災
害
や
激
甚
災
害
指
定
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
被
害
が
大
き
く

激
甚
災
害
指
定
を
可
及
的
速
や
か
に
指
定
す
べ
き
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

し
か
し
、
『
被
災
地
域
や
被
災
者
に
財
政
援
助
を
特
に
必
要
な
も
の
』

が
対
象
で
す
の
で
、
被
害
額
の
広
域
さ
や
甚
大
さ
が
す
ぐ
さ
ま
明
確
に

推
定
で
き
る
よ
う
で
な
い
と
即
座
の
指
定
は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
こ

と
か
ら
慮
る
と
激
甚
災
害
指
定
は
遅
す
ぎ
る
と
は
言
い
切
れ
ま
せ
ん
。 

台
風
１
９
号
の
前
の
台
風
１
５
号
に
よ
る
被
害
は
台
風
自
体
の
被
害

と
い
う
よ
り
も
、
台
風
に
よ
る
電
線
断
線
に
よ
る
大
規
模
停
電
の
被
害

が
大
き
い
形
の
災
害
な
の
で
個
人
差
が
大
き
い
た
め
、
激
甚
災
害
指
定

も
躊
躇
さ
れ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
電
線
の
断
線
に
よ
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る
被
害
だ
か
ら
と
言
っ
て
、
東
京
電
力
の
責
任
も
問
え
ま
せ
ん
（
但
し
、
復
旧
の
遅
延
に
関
し
て
は
著
し
い
怠

慢
な
ど
の
瑕
疵
が
あ
れ
ば
会
社
の
責
任
が
問
え
る
可
能
性
は
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
恐
ら
く
不
可
能
と
思

わ
れ
ま
す
）
。
残
念
な
話
に
な
り
ま
す
が
、
一
旦
被
災
す
る
と
『
も
て
る
者
』
『
持
て
な
い
者
』
の
差
が
拡
大

し
て
し
ま
う
こ
と
は
災
害
に
は
必
ず
付
き
ま
と
う
現
実
で
す
。 

 

●
台
風
で
ゴ
ル
フ
場
の
ネ
ッ
ト
が
倒
れ
自
宅
が
壊
れ
て
も
相
手
は
保
証
す
る
義
務
は
な
い
？
！ 

自
然
災
害
で
の
被
害
は
相
手
が
あ
っ
て
も
自
己
負
担
！
？ 

道
義
的
な
責
任
で
は
何
も
保
証
さ
れ
な
い
！ 

 
 

『
台
風
１
５
号
に
よ
り
市
原
市
の
ゴ
ル
フ
練
習
場
の
ネ
ッ
ト
が
支
柱
と
と
も
に
長
さ
約
１
４
０
メ
ー
ト
ル

に
わ
た
っ
て
隣
接
す
る
民
家
約
１
０
棟
の
上
に
倒
れ
た
件
で
、
被
害
住
民
の
保
証
に
関
し
て
ゴ
ル
フ
場
側
の
弁

護
士
が
被
害
住
民
に
対
し
て
、
自
然
災
害
な
の
で
ネ
ッ
ト
の
除
去
は
行
う
が
、
住
宅
修
理
な
ど
そ
の
他
の
費
用

は
被
災
者
自
身
の
火
災
保
険
で
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
言
わ
れ
た
』
と
い
う
報
道
が
２
０
１
９
年
９
月
１
９
日
に

あ
り
ま
し
た
。 

私
も
去
年
１
０
月
の
台
風
で
同
じ
よ
う
な
経
験
を
し
た
の
で
、
そ
れ
を
元
に
話
を
し
ま
す
。
駐
車
場
に
お
い

て
あ
っ
た
私
の
車
に
隣
の
ビ
ル
の
壁
の
一
部
が
崩
れ
、
車
の
後
半
分
が
見
積
で
２
０
０
万
く
ら
い
の
大
き
な
被

害
を
受
け
ま
し
た
。
翌
朝
早
速
隣
の
ビ
ル
の
担
当
者
と
話
を
し
た
際
に
は
「
保
証
し
ま
す
」
と
言
っ
て
い
た
の

で
す
が
、
い
ざ
修
理
に
出
す
直
前
に
同
じ
担
当
者
に
確
認
し
た
と
こ
ろ
「
会
社
に
帰
っ
て
か
ら
返
事
し
ま
す
」
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と
言
っ
て
帰
社
し
、
そ
の
後
担
当
の
保
険
会
社
の
方

か
ら
電
話
が
あ
り
、
「
自
然
災
害
な
の
で
保
証
で
き

ま
せ
ん
。
自
分
で
修
理
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
言
わ

れ
ま
し
た
。
ビ
ル
の
壁
は
全
体
に
古
び
支
柱
の
鉄
骨

が
錆
び
つ
い
て
全
体
的
に
脆
弱
化
し
危
険
な
状
態
で

あ
っ
た
こ
と
や
そ
の
後
自
分
で
そ
の
会
社
の
取
締
の

方
と
話
し
合
う
機
会
を
持
ち
、
幸
い
な
こ
と
に
取
締

の
方
の
決
断
で
修
理
代
を
支
払
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

「
保
険
会
社
の
自
然
災
害
だ
か
ら
保
証
し
な
い
」
と

い
う
発
言
は
間
違
っ
て
は
お
ら
ず
、
も
し
、
保
証
を

求
め
る
な
ら
「
壊
れ
そ
う
な
壁
を
放
置
し
て
い
た
」
、
つ
ま
り
台
風
が
来
な
く
て
も
い
ず
れ
は
壁
が
崩
れ
た
で

あ
ろ
う
、
と
い
う
こ
と
を
相
手
に
認
め
さ
せ
る
た
め
の
裁
判
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。
つ
ま

り
、
相
手
に
余
程
の
瑕
疵
責
任
が
あ
っ
た
と
証
明
で
き
な
い
限
り
相
手
側
に
請
求
で
き
な
い
の
が
自
然
災
害
の

保
証
の
原
則
だ
と
初
め
て
知
り
ま
し
た
。 

私
の
経
験
か
ら
察
す
る
と
今
回
の
件
は
、
ゴ
ル
フ
場
側
に
保
証
を
求
め
る
な
ら
、
フ
ェ
ン
ス
の
支
柱
は
台
風

が
来
る
来
な
い
に
拘
わ
ら
ず
、
錆
な
ど
で
い
つ
倒
れ
て
も
お
か
し
く
な
い
ほ
ど
脆
弱
化
し
て
い
た
に
も
拘
ら
ず

そ
れ
を
放
置
し
た
と
い
う
こ
と
を
立
証
で
き
な
け
れ
ば
、
被
害
者
の
方
々
に
は
本
当
に
気
の
毒
で
す
が
、
保
証
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災害・多数傷病者発生事故

健康管理

経済

行政

医師が中心
地域防災計画とは無関係であり、医療救
護班は独自に適応に準じ（一般には派遣
要請）出動

行政が中心

地域防災計画に基づいて、
医療救護活動

救急医療（需要＜＜資源）

災害医療（需要＞＞資源）

 

さ
れ
な
い
よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
道
義
的
な
責
任
か
ら
は
何
も
保
証
さ
れ
な
い
の
が
災
害
で
す
。 

こ
の
よ
う
に
、
知
っ
て
い
る
よ
う
で
意
外
と
知
ら
な
い
状
態
の
ま
ま
分
か
っ
た
気
に
な
っ
て
、
災
害
列
島
の

日
本
に
暮
ら
し
て
い
ま
す
。
今
回
は
特
に
医
療
の
目
線
か
ら
見
た
意
外
と
知
ら
な
い
、
知
ら
さ
れ
て
い
な
い
こ

と
、
こ
れ
を
知
ら
な
い
と
助
か
る
者
も
助
か
ら
な
い
、
を
中
心
に
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

 

■
「
災
害
」
と
い
う
言
葉
の
定
義
を
知
っ
て
ま
す
か
？ 

 

 
 

情
報
交
換
に
は
言
葉
自
体
の
定
義
が
不
可
欠
！ 

Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機
構
）
の
定
義
で
は
「
災
害
と
は
影
響
を
受
け
た
地
域
に
お
い
て
、
地
域
自
身
の
も
つ

医
療
資
源
の
み
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
よ
う
な
広
範
囲
の
人
的
、

物
的
、
環
境
的
損
失
を
引
き
起
こ
す
社
会
的
機
能
の
深
刻
な
混
乱

で
あ
る
」
と
非
常
に
抽
象
的
で
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
わ
か

り
ま
せ
ん
。 

た
だ
単
に
多
く
の
人
が
怪
我
を
し
た
だ
け
な
ら
、
学
問
的
に
は

「
多
数
傷
病
者
発
生
事
故
」
と
呼
び
、
「
災
害
」
と
は
言
い
ま
せ

ん
。
同
じ
土
俵
で
会
話
す
る
な
ら
「
災
害
」
と
い
う
言
葉
の
定
義

を
理
解
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。
特
に
被
災
地
と
被
災
地
外
の
連

絡
で
は
、
一
つ
一
つ
の
言
葉
の
定
義
の
食
い
違
い
が
混
乱
を
招
く
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「災難」「事故」「災害」
発災

傷病者

傷病者数と有効な医療資源の均衡が崩壊

Calamity：災難

Accident：事故

Disaster：災害

No

No

yes

yes

救急医療

災害医療

傷病者全員死亡なら「災害」
ではないが、感情的に悲惨な
事故を災害と言いたがる

 

原
因
の
一
つ
で
す
。
「
災
害
」
と
い
う
の
は
行
政
も
経
済
も
健
康
管
理
シ
ス
テ
ム
も
全
て
混
乱
し
て
、
社
会
全

体
が
麻
痺
す
る
事
態
で
す
。
こ
う
な
る
と
医
療
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
な
っ
て
し
ま
い
、
行
政
の
「
地
域
防
災

計
画
」
が
立
ち
上
が
り
、
こ
の
計
画
に
基
づ
い
て
医
療
が
進
め
ら
れ
て
い
き
ま
す
。 

 ■
「
災
難
」
「
事
故
」
「
災
害
」
の
言
葉
の
定
義 
 

 

同
じ
事
故
で
も
地
域
が
違
え
ば
「
事
故
」
か
ら
「
災
害
」
に
呼
び
方
が
変
わ
る
！ 

あ
る
出
来
事
が
起
こ
っ
て
も
傷
病
者
が
発
生
し
な
け
れ
ば
「
災
難
」
と
呼
ば
れ
ま
す
（
た
だ
、
一
般
的
に
は

悲
惨
な
出
来
事
を
「
災
害
」
と
呼
ぶ
傾
向
が
あ
り
ま
す
）
。
そ
の
傷
病
者
が
そ

の
地
域
の
救
急
車
、
病
院
、
医
師
な
ど
の
医
療
資
源
で
十
分
な
診
療
が
可
能
で

あ
れ
ば
「
多
数
傷
病
者
発
生
事
故
」
な
の
で
「
救
急
医
療
」
に
な
り
ま
す
。
と

こ
ろ
が
傷
病
者
数
が
著
し
く
多
く
て
、
そ
の
地
域
の
医
療
資
源
で
は
診
療
し
き

れ
な
い
と
「
災
害
」
に
な
り
地
域
防
災
計
画
が
立
ち
上
が
り
、
そ
の
下
で
「
災

害
医
療
」
が
展
開
さ
れ
ま
す
。
つ
ま
り
「
災
害
医
療
」
は
、
行
政
医
療
の
中
の

一
つ
の
業
務
な
の
で
す
。 

同
じ
規
模
の
事
故
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
地
域
の
医
療
資
源
を
圧
倒
的
に
超
え

た
状
態
は
「
災
害
」
と
呼
ば
れ
、
そ
の
地
域
の
医
療
資
源
で
対
応
可
能
な
ら
「
事

故
」
と
呼
ば
れ
ま
す
。
こ
の
こ
と
を
知
っ
て
い
る
と
「
災
害
」
の
定
義
に
何
人
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災害の4サイクル

準備

対応

回復

予防

災害

教育と訓練を強調

被害抑止
ハード災害対策

被害軽減
ソフト災害対策

リスク分析

ハザード分析

 

以
上
の
被
災
者
等
の
数
値
は
入
っ
て
い
な
い
こ
と
が
分
か
る
と
思
い
ま
す
し
、
あ
る
地
域
の
「
災
害
」
は
あ
る

地
域
で
は
「
事
故
」
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
ま
す
。 

 

■
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
と
「
リ
ス
ク
分
析
」
は
違
う
も
の 

 

「
想
定
外
を
想
定
す
る
」
の
が
当
た
り
前
！ 

災
害
に
は
、
「
対
応
」
「
回
復
」
「
予
防
」
「
準
備
」
と
い
う
四
つ
の
災
害
サ
イ
ク
ル
が
あ
り
、
災
害
を
考

え
る
上
で
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
に
よ
る
ハ
ー
ド
災
害
対
策
と
「
リ
ス
ク
分
析
」

に
よ
る
ソ
フ
ト
災
害
対
策
が
重
要
で
す
。 

災
害
対
策
を
考
え
る
と
き
に
は
、
過
去
の
経
験
や
科
学
的
知
見
に
基
づ
い
て

起
こ
り
得
る
地
震
や
洪
水
な
ど
災
害
の
程
度
を
想
定
し
、
そ
の
想
定
の
範
囲
内

で
は
災
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す
る
、
と
い
う
の
が
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
で

す
。
し
か
し
災
害
時
に
は
想
定
外
の
事
態
も
起
こ
り
得
る
の
で
、
あ
ら
か
じ
め

想
定
外
に
対
応
す
る
の
が
「
リ
ス
ク
分
析
」
で
す
。
例
を
挙
げ
る
と
、
東
日
本

大
震
災
の
堤
防
の
決
壊
で
す
。
結
果
的
に
津
波
は
堤
防
を
越
え
ま
し
た
が
、
過

去
の
経
験
と
科
学
的
デ
ー
タ
か
ら
想
定
す
る
範
囲
で
は
あ
の
堤
防
で
十
分
な
は

ず
で
し
た
。
つ
ま
り
、
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
で
は
十
分
に
備
え
て
い
た
わ
け
で

す
。
し
か
し
万
が
一
津
波
が
堤
防
を
乗
り
越
え
て
し
ま
っ
た
ら
、
数
％
で
も
津
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安全と保安

① 決して利己的になるな！－自分を守れ

② まず、自身やチームの仲間を守る

③ 市民を守る

④ 傷病者を守る

⑤ 環境を守る  

波
が
堤
防
を
越
え
る
可
能
性
が
あ
る
な
ら
、
ど
う
や
っ
て
非
難
す
る
の
か
？
そ
の
た
め
の
避
難
路
や
避
難
場
所

を
造
っ
て
お
く
、
と
い
う
の
が
「
リ
ス
ク
分
析
」
で
す
。 

災
害
対
策
に
は
「
ハ
ザ
ー
ド
分
析
」
と
「
リ
ス
ク
分
析
」
の
両
方
が
必
要
で
す
。
危
機
管
理
が
叫
ば
れ
る
今

の
時
代
「
想
定
外
の
こ
と
が
起
こ
っ
た
」
な
ど
と
言
う
よ
う
で
は
、
そ
の
地
域
の
災
害
対
応
は
ま
っ
た
く
な
っ

て
い
な
い
と
い
う
証
な
の
で
す
。 

 

■
災
害
時
の
救
出
救
助
の
大
原
則
は
、
救
助
者
自
身
も
含
め
て
新
た
な
被
害
者
を
出
さ
な
い
こ
と
！ 

 
 

自
分
自
身
や
被
害
者
の
安
全
を
守
れ
な
い
者
は
救
助
者
の
資
格
が
な
い 

 
 

一
人
の
怠
慢
が
全
体
の
災
害
救
助
活
動
の
妨
げ
に
な
る
！ 

 
災
害
救
助
中
に
救
助
者
が
新
た
な
被
害
者
に
な
る
こ
と
は
本
人
だ
け
で
は

な
く
、
救
出
救
助
活
動
全
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
が
あ
り
、
救
助
者
は

最
優
先
で
自
身
の
安
全
を
確
保
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
し
、
当
然
の
こ
と

な
が
ら
被
救
助
者
に
新
た
な
被
害
を
救
助
者
が
作
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 

台
風
１
９
号
に
お
け
る
東
京
消
防
庁
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
に
よ
る
救
助
活
動
中

に
、
『
作
業
手
順
を
誤
っ
た
の
が
原
因
』
で
救
助
中
の
女
性
を
落
下
さ
せ
死

亡
さ
せ
る
と
い
う
痛
ま
し
い
出
来
事
が
起
こ
り
ま
し
た
。
私
の
感
覚
で
は
事

故
と
い
う
よ
り
殺
人
に
近
い
事
案
だ
と
思
い
ま
す
。
被
害
者
は
被
害
自
体
に
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よ
る
精
神
的
ス
ト
レ
ス
に
さ
ら
に
吊
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
に
よ
る
不
安
も
あ
る
か
ら
こ
そ
、
そ
の
安
心
安
全
を

確
保
す
る
こ
と
が
最
重
要
事
項
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
一
つ
一
つ
の
手
順
が
確
認
さ
れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
し
、
基
本
中
の
基
本
を
守
れ
な
い
者
は
救
出
救
助
活
動
を
行
う
資
格
は
あ
り
ま
せ
ん
。
た
っ
た
一
人
の
怠
慢

や
不
注
意
が
組
織
全
体
の
信
用
を
無
く
す
こ
と
に
つ
な
が
り
、
救
出
救
助
の
大
き
な
妨
げ
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。 

 

■
災
害
の
応
急
救
護
訓
練
と
い
え
ば
何
故
か
し
ら
「
心
肺
蘇
生
術
」
が
主
体 

 

「
心
肺
蘇
生
術
」
で
は
災
害
時
の
負
傷
者
を
救
え
な
い
？
！ 

 

ラ
ミ
レ
ジ
イ
と
い
う
人
が
『
多
く
の
人
が
「
心
肺
蘇
生
術
（c

a
r
d
i
o
p
u
l
m
o
n
a
r
y
 r
e
s
u
s
c
i
t
a
t
i
o
n

：C
P
R

）
」

の
研
修
の
方
が
「
災
害
時
生
命
維
持
（d

i
s
a
s
t
e
r
 l
i
f
e
 s
u
p
p
o
r
t

：D
L
S

）
」
よ
り
有
意
義
と
思
っ
て
い
る
が
、

実
際
に
遭
遇
す
る
可
能
性
か
ら
し
て
、
心
停
止
の
発
見
者
に
な
りC

P
R

を
実
施
す
る
よ
り
もD

L
S

を
実
施
す
る

方
が
有
意
義
で
あ
る
』
と
言
い
ま
し
た
。
平
成
３
０
年
度
の
総
務
庁
消
防
庁
の
デ
ー
タ
で
も
、
「
一
般
市
民
が

目
撃
し
た
心
原
性
心
肺
機
能
停
止
傷
病
者
数
は
２
５
，
５
３
８
名
」
で
あ
り
、
日
本
の
総
人
口
（
平
成
３
０
年

：
１
億
２
，
６
４
４
万
３
，
０
０
０
人
）
か
ら
見
る
と
０
．
０
２
％
に
し
か
過
ぎ
ま
せ
ん
。
一
方
、
災
害
は
地

震
だ
け
で
も
平
成
３
０
年
に
は
、
西
表
島
付
近
を
震
源
と
す
る
地
震
、
島
根
県
西
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、
根

室
半
島
南
東
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、
長
野
県
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、
群
馬
県
南
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、

大
阪
府
北
部
を
震
源
と
す
る
地
震
、
千
葉
県
東
方
部
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
、
北
海
道
胆
振
東
部
地
震
、
が
発
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生
し
て
、
ま
さ
に
「
災
害
は
忘
れ
さ
せ
な
い
た
め
や
っ
て
く
る
」
と
い
う
様
相
を
呈
し
て
い
ま
す
。
割
合
か
ら

見
る
と
ラ
ミ
レ
ジ
イ
の
言
っ
た
こ
と
は
正
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
、C

P
R

の
研
修
は
不
要
と

い
う
こ
と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
体
得
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
、C

P
R

の
行
為
自
体
の
や
り
方
や
方
法
論
で

は
な
く
、
ど
ん
な
病
態
にC

P
R

を
や
る
べ
き
な
の
だ
ろ
う
か
？
と
い
うC

P
R

の
意
義
な
の
で
す
。 

 

■
災
害
時
のC

PR
の
意
義 

見
た
目
ダ
メ
そ
う
な
人
に
こ
そ
「
心
肺
蘇
生
術
」
を
！ 

「
外
傷
性
窒
息
」
を
知
ろ
う
！ 

 

「
外
傷
性
窒
息
」
と
い
う
病
態
が
あ
り
ま
す
。
地
震
の
際
に
箪
笥
が
倒
れ
胸
か
ら
下
が
挟
ま
れ
て
意
識
も
呼

吸
も
脈
も
な
く
、
顔
面
は
ど
す
黒
く
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
眼
球
に
も
点
状
出
血
が
あ
り
、
一
見
し
て
手
遅
れ
に
見
え

る
被
害
者
が
い
ま
す
。
白
黒
写
真
で
顔
の
ど
す
黒
さ
は
は
っ
き
り
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
顔
の
腫
脹
や
眼
球
結
膜

「
い
わ
ゆ
る
白
目
の
部
分
」
の
点
状
出
血
は
分
か
る
と
思
い
ま
す
の
で
、
一
度
ネ
ッ
ト
上
の
写
真
を
見
て
お
い

て
く
だ
さ
い
。
（h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
q
l
i
f
e
.
j
p
/
d
i
c
t
i
o
n
a
r
y
/
i
m
g
/
d
i
c
t
i
o
n
a
r
y
/
3
1
/
3
1
0
8
6
7
0
0
0
_
4
5
.
j
p
g

） 

こ
の
人
た
ち
こ
そ
、
災
害
時
にC

P
R

が
優
先
的
に
必
要
と
さ
れ
る
被
害
者
な
の
で
す
。
外
傷
性
窒
息
は
２
０

０
１
年
７
月
２
１
日
に
発
生
し
た
明
石
歩
道
橋
群
衆
雪
崩
事
故
の
死
亡
原
因
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

急
に
大
き
な
力
で
胸
を
圧
迫
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
発
生
す
る
病
態
で
、
声
門
が
閉
じ
た
状
態
で
重
量
物
が
胸

郭
上
に
の
り
、
呼
吸
運
動
の
制
限
や
胸
腔
内
圧
の
上
昇
、
気
道
内
圧
の
上
昇
、
静
脈
環
流
障
害
に
よ
る
毛
細
血

管
の
破
綻
が
生
じ
、
こ
れ
に
よ
り
、
頭
部
・
顔
面
・
眼
瞼
等
に
点
状
出
血
を
起
こ
し
、
肺
出
血
と
低
酸
素
血
症
、
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外傷性窒息

声門が閉じた状態
胸部への強い外力

気管内圧上昇
血管内圧上昇

頭蓋内圧上昇

意識障害

低酸素症・低換
気

小静脈・毛細血
管破綻

肺におけるびまん性間
質内出血

頭頸部の点状出
血、チアノーゼ、
舌・唇口の腫脹

※小児の侠客は成人に比して柔らかいため、外傷性窒息が生じやすい

粘
膜
肥
厚
、
チ
ア
ノ
ー
ゼ
、
意
識
障
害
な
ど
が
惹
き
起
こ
さ
れ
る
病
態
で

す
。
受
傷
機
転
と
病
態
の
理
解
が
最
重
要
で
あ
り
、
特
に
小
児
に
見
ら
れ

や
す
く
、
早
期
のC

P
R

に
よ
っ
て
予
後
が
良
い
の
で
、
可
及
的
速
や
か
に

C
P
R

を
開
始
す
べ
き
な
の
で
す
。
災
害
時
に
は
多
数
の
傷
病
者
が
発
生
し

ま
す
の
で
、
発
見
し
た
全
て
の
方
々
にC

P
R

を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
そ
ん
な
時
に
、
ど
の
よ
う
な
傷
病
者
に
優
先
し
て

C
P
R

を
行
え
ば
良
い
の
か
？
を
決
断
す
る
上
で
必
要
な
知
識
に
な
り
ま

す
。C

P
R

の
や
り
方
で
は
な
く
、
ど
ん
な
傷
病
者
にC

P
R

を
や
る
べ
き
な

の
か
？
が
災
害
時
のC

P
R

の
知
識
と
し
て
大
切
な
事
な
の
で
す
。 

 
■
平
常
時
のC

PR

と
災
害
時
のCPR 

災
害
時
の
救
命
処
置
のAB

C

で
は
、
二
次
災
害
予
防
が
最
優
先
事
項
！ 

  

救
命
処
置
のA

B
C

に
は
各
々
災
害
時
に
は
追
加
が
必
要
で
す
。 

①A

（
気
道
確
保
）
に
は
、
二
次
災
害
予
防
（A

s
s
e
s
s
 
t
h
e
 
s
c
e
n
e

）
と
助
け
を
呼
ぶ
こ
と
（A

l
e
r
t
 
o
t
h
e
r
s

） 

②B

（
呼
吸
）
に
は
、
感
染
防
護
（B

a
r
r
i
e
r
s

）
と
止
血
（B

l
e
e
d
i
n
g

） 

③C

（
循
環
）
に
は
頸
椎
固
定
（C

e
r
v
i
c
a
l
 
s
p
i
n
e

）
と
保
温
（C

o
v
e
r
 
a
n
d
 
p
r
o
t
e
c
t

） 

災
害
現
場
で
は
特
に
二
次
災
害
予
防
が
重
要
で
あ
り
、
救
護
に
出
か
け
負
傷
す
る
こ
と
は
災
害
の
犠
牲
者
を
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救える命を救う

救える命しか救えない

「一人でも多くの患者を助けよう」の意味
救急医療から災害医療への基本概念の転換

発災

診療継続

傷病者の重症度に基づかない傷病者の選択が必要となる場合も想定される

救えるはずの命を救う
Preventable death（防ぎ
得た死亡）をなくす

受入病院は発災当初は各個人個人への対応は可能であるが
傷病者増加に伴い国個人個人への対応が不可能となる

救急医療 災害医療

増
や
す
こ
と
に
な
る
の
で
、
自
分
の
安
全
を
確
保
す
る
こ
と
が
最
優
先
に
な
り
ま
す
。
状
況
次
第
で
は
被
害
者

のC
P
R

よ
り
も
自
分
の
避
難
や
そ
の
他
の
被
害
者
の
救
援
が
優
先
し
、
そ
の
ジ
レ
ン
マ
の
結
果
精
神
的
ス
ト
レ

ス
を
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
、
被
災
者
だ
け
で
は
な
く
救
護
者
の
精
神
ケ
ア
も
重
要
で
す
。 

 

 

■
「
災
害
医
療
」
は
「
救
急
医
療
」
の
延
長
で
は
な
い
？ 

救
急
医
療
と
災
害
医
療
で
は
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
お

う
」
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
る
！ 

 

「
災
害
医
療
」
は
「
救
急
医
療
」
の
延
長
だ
と
い
う
声
が
医
療

関
係
者
か
ら
も
聞
か
れ
ま
す
が
、
こ
れ
は
正
し
く
あ
り
ま
せ
ん
。

「
救
急
医
療
」
と
「
災
害
医
療
」
は
到
達
目
標
と
し
て
は
最
善
の

急
性
期
医
療
の
提
供
で
す
が
、
ア
プ
ロ
ー
チ
法
が
異
な
り
ま
す
。

「
救
急
医
療
」
は
「
最
大
の
医
療
資
源
を
各
個
人
個
人
に
向
け
る
」

も
の
で
す
が
「
災
害
医
療
」
は
「
限
ら
れ
た
資
源
を
最
大
多
数
に

向
け
る
」
も
の
で
す
。
こ
の
こ
と
は
平
常
時
な
ら
誰
で
も
最
良
の

医
療
が
受
け
ら
れ
る
が
、
災
害
時
に
は
そ
の
よ
う
に
は
い
か
な
い
、

つ
ま
り
、
治
療
の
主
眼
が
大
災
害
時
の
資
源
欠
乏
下
で
は
救
命
困
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難
な
負
傷
者
で
は
な
く
、
救
命
可
能
な
負
傷
者
に
お
か
れ
て
し
ま
う
こ
と
を
意
味
し
て
い
ま
す
。 

究
極
の
違
い
は
「
一
人
で
も
多
く
の
命
を
救
お
う
」
の
意
味
が
異
な
っ
て
い
て
、
「
救
急
医
療
」
は
「
防
ぎ

得
た
死
」
を
救
い
ま
す
が
、
「
災
害
医
療
」
は
「
助
か
る
生
命
」
し
か
救
え
ま
せ
ん
。
発
災
当
初
、
受
入
病
院

は
各
個
人
個
人
に
十
分
な
対
応
可
能
で
す
が
（
救
急
医
療
）
、
さ
ら
に
ど
ん
ど
ん
傷
病
者
が
増
え
医
療
資
源
が

不
足
し
て
く
る
と
各
個
人
個
人
に
最
良
を
施
す
こ
と
が
困
難
・
不
可
能
に
な
り
「
最
大
多
数
に
最
良
を
」
の
医

療
（
災
害
医
療
）
に
代
わ
り
ま
す
。 

災
害
時
の
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
に
は
、
「
救
急
医
療
」
に
お
け
る
患
者
の
重
症
度
や
緊
急
度
に
軸
足
を

置
い
た
ト
リ
ア
ー
ジ
で
は
な
く
、
資
源
に
軸
足
を
お
い
た
振
り
分
け
・
優
先
度
分
け
が
絶
対
的
に
必
要
に
な
る

た
め
、
ト
リ
ア
ー
ジ
の
意
義
が
大
き
く
異
な
り
ま
す
。
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
は
後
述
し
ま
す
。 

 

  

■
災
害
医
学
の
目
的
は
明
確 

 
 

だ
が
、
経
験
の
蓄
積
が
得
ら
れ
に
く
い
！ 
教
育
者
も
不
足
！ 

 

「
被
災
者
の
健
康
に
関
す
る
災
害
の
影
響
を
予
防
・
軽
減
・
緩
和
し
、
可
及
的
速
や
か
に
災
害
前
の
健
康
医

療
サ
ー
ビ
ス
、
シ
ス
テ
ム
、
施
設
を
復
帰
さ
せ
る
」
の
が
災
害
医
療
の
目
的
で
す
。
確
か
に
自
然
災
害
は
頻
繫

に
発
生
し
ま
す
が
、
日
本
は
災
害
医
療
の
先
進
国
か
と
言
え
ば
、
必
ず
し
も
そ
う
と
も
言
え
ま
せ
ん
。
個
々
の

災
害
に
は
種
類
・
地
域
・
発
生
時
期
に
よ
る
個
別
性
が
高
い
た
め
、
一
般
的
な
災
害
対
応
の
教
訓
が
得
ら
れ
に
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く
い
か
ら
で
す
。
例
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
よ
う
に
、
水
に
か
か
わ
る
災
害
、
す
な
わ
ち 

洪
水
、
大
波
、
お

よ
び
津
波
、
は
負
傷
に
比
し
て
死
亡
の
割
合
が
高
く
、
地
震
と
激
し
い
風
に
関
連
す
る
出
来
事
、
例
え
ば
阪
神

淡
路
大
震
災
、
は
死
亡
よ
り
負
傷
が
多
い
災
害
で
し
た
。
災
害
医
療
の
中
心
で
あ
る
行
政
も
担
当
者
の
定
期
的

な
人
事
異
動
な
ど
で
経
験
の
蓄
積
が
得
ら
れ
に
く
い
た
め
、
平
常
時
の
机
上
訓
練
な
ど
で
も
情
報
処
理
や
対
応

で
混
乱
が
見
ら
れ
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
で
す
。 

災
害
は
日
常
的
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
災
害
医
療
の
目
的
を
達
成
す
る
に
は
平
常
時
か
ら
の
災
害

医
療
の
「
教
育
」
と
「
研
修
」
が
必
要
不
可
欠
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
教
育
者
が
圧
倒
的
に
不
足
し
て
い
ま
す
。

し
か
も
、
治
療
法
な
ど
「h

o
w
 t
o

」
、
技
術
や
方
法
論
、
に
偏
り
過
ぎ
て
、
「W

h
y
?

」
「W

h
a
t
?

」
の
本
質
的
な

概
念
や
あ
り
方
の
教
育
が
不
足
し
て
い
ま
す
。 

 

■
災
害
医
療
の
専
門
家
と
は
？ 

 

「
専
門
家
（specialist

）
」
と
言
う
よ
り
「
熟
達
者
」
？ 

 

医
療
に
お
い
て
「
専
門
家
」
と
は
ど
ん
な
医
師
で
し
ょ
う
か
？
外
科
医
を
例
に
と
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。
あ
る

患
者
さ
ん
を
担
当
し
て
い
る
な
ら
、
そ
の
患
者
さ
ん
の
病
態
を
知
り
、
ど
ん
な
手
術
を
す
れ
ば
最
適
か
、
手
術

法
は
こ
ん
な
方
法
で
、
な
ど
な
ど
患
者
さ
ん
の
こ
と
を
毎
日
朝
か
ら
考
え
る
医
師
が
専
門
家
で
あ
ろ
う
と
思
い

ま
す
。 

そ
れ
で
は
、
前
述
の
外
科
医
の
よ
う
に
、
今
日
は
ど
ん
な
災
害
が
来
る
ん
だ
ろ
う
か
、
ど
ん
な
負
傷
者
が
何
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災害医療の専門家

どんな検査が
必要だろう？

どんな準備が
必要だろう？

どんな医療機器
が必要だろう？

今日はどんな
災害が起こる

のだろう？

どんな負傷者
が運ばれてく
るのだろう？

 

人
く
ら
い
来
院
す
る
の
か
、
ど
ん
な
手
術
に
な
る
ん
だ
ろ
う
か
、
な
ど
毎

日
朝
か
ら
考
え
て
い
る
医
師
は
い
る
で
し
ょ
う
か
？
私
も
含
め
私
の
知
る

限
り
こ
の
よ
う
な
医
師
は
い
ま
せ
ん
の
で
、
そ
の
意
味
で
は
「
災
害
医
療

の
専
門
家
」
は
い
な
い
と
思
い
ま
す
。
現
在
「
専
門
家
」
と
言
わ
れ
る
方

々
は
、
他
の
医
師
に
比
較
し
て
知
識
や
能
力
が
あ
る
の
は
否
定
し
ま
せ
ん

が
、
「
専
門
家
」
と
い
う
よ
り
「
熟
達
者
」
と
い
う
存
在
だ
と
私
は
思
っ

て
い
ま
す
。
英
語
で
言
う
「s

p
e
c
i
a
l
i
s
t

（
専
門
家
）
」
は
訓
練
、
教
育
、

経
験
に
よ
っ
て
特
定
の
分
野
の
専
門
家
に
な
っ
た
人
、
「e

x
p
e
r
t

（
熟
練

者
）
」
と
は
特
定
の
分
野
の
専
門
家
で
実
績
と
経
験
が
突
出
し
た
人
で
あ

り
、s

p
e
c
i
a
l
i
s
t

で
な
け
れ
ばe

x
p
e
r
t

に
は
な
り
得
ま
せ
ん
。
こ
こ
で

私
が
い
う
「
熟
達
者
」
と
はs

p
e
c
i
a
l
i
s
t

やe
x
p
e
r
t

で
は
な
く
、
「
ベ

テ
ラ
ン
」
に
近
い
存
在
で
英
語
で
はa

c
c
u
s
t
o
m
e
d
 p
e
r
s
o
n

（
慣
れ
た
人
）

と
で
も
呼
ぶ
べ
き
人
だ
と
思
い
ま
す
。 

 

■
災
害
と
言
え
ば
「
ト
リ
ア
ー
ジ
」 

 

し
か
し
、
方
法
論
は
知
っ
て
い
て
も
そ
の
概
念
が
知
ら
れ
て
い
な
い
！ 

 

ト
リ
ア
ー
ジ
と
は
一
言
で
い
え
ば
患
者
さ
ん
を
篩
に
か
け
る
、
す
な
わ
ち
選
別
す
る
こ
と
で
す
。
選
別
の
方
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トリアージ=篩にかける

網目が大きい 網目が小さい
算入基準

医療の必要な各
個人に最良の医療、
心肺蘇生術、外傷
蘇生術、救急プロト
コールなどを行う

まず治療の必要な者を選ぶ

救急医療のトリアージ

除外基準

利用可能な医療資
源の欠乏により、通
常の医療を受けられ
ない内科的・外科的
状態が存在する

まず治療の不要な者を選ぶ

災害時のトリアージ

①１対多数の診療体系
②医療資器材など医療
資源の不足した状況下の診療

法
論
は
同
じ
で
す
が
、
「
救
急
医
療
の
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
「
災
害
医
療
の
ト
リ

ア
ー
ジ
」
と
は
根
底
に
存
在
す
る
考
え
方
が
違
う
の
で
す
。
「
救
急
医
療
」
で

は
患
者
さ
ん
を
探
し
出
し
て
救
助
し
よ
う
と
考
え
ま
す
。
「
災
害
医
療
」
で
は

医
療
資
源
が
不
足
し
て
い
ま
す
か
ら
、
ま
ず
軽
症
者
を
治
療
対
象
か
ら
除
き
た

い
と
考
え
ま
す
。
ま
た
、
ト
リ
ア
ー
ジ
で
重
症
と
判
定
さ
れ
て
も
、
著
し
く
医

療
資
源
が
欠
乏
し
た
時
に
は
あ
ま
り
に
ひ
ど
い
重
症
者
は
治
療
対
象
か
ら
除
外

さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
な
ぜ
な
ら
、
医
療
資
源
が
困
窮
し
て
し
ま
え
ば
限

ら
れ
た
患
者
さ
ん
し
か
診
療
で
き
な
い
か
ら
で
す
。
災
害
時
の
医
療
方
針
は
「
最

大
多
数
に
最
良
を
」
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
ち
ょ
っ
と
聞
く
と
き
れ
い
な
言
葉
で

す
が
、
裏
を
返
せ
ば
「
診
て
も
ら
え
な
い
人
が
い
ま
す
よ
」
と
い
う
意
味
に
な

り
、
究
極
は
『
切
り
捨
て
』
医
療
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
一
般
の
方
々
は
こ

の
こ
と
を
理
解
し
て
い
な
い
た
め
、
患
者
側
と
医
者
が
揉
め
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。 

２
０
１
３
年
４
月
の
東
京
新
聞
夕
刊
に
『
多
数
傷
病
者
発
生
事
件
の
際
に
ト
リ
ア
ー
ジ
で
「
黒
」
を
付
け
ら

れ
、
救
命
の
見
込
み
な
く
死
ぬ
し
か
な
い
と
判
断
さ
れ
た
の
に
回
復
し
て
元
気
に
な
っ
た
』
と
い
う
ト
リ
ア
ー

ジ
に
対
す
る
疑
問
を
投
げ
か
け
る
記
事
が
出
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
ト
リ
ア
ー
ジ
に
対
す
る
理
解
が
十
分
で
な

い
た
め
の
誤
解
だ
と
思
い
ま
す
。
正
確
に
は
「
こ
の
ま
ま
放
っ
て
お
く
と
死
ん
で
し
ま
う
」
、
つ
ま
り
「
死
亡
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黒タグの意味：Dead（死亡）?/Expectant（死亡予期）?

・

\

・
・

トリアージタグの色 分類

黒 死亡？死亡予期群？

赤 重症

黄色 中等症

緑 軽症

予
期
群
」
、
と
い
う
の
が
ト
リ
ア
ー
ジ
の
「
黒
」
の
意
味
で
す
。
例
え
ば
医
療
者
１
人
に
対
し
て
負
傷
者
１
０

０
人
の
と
き
は
、
黒
の
重
症
者
１
名
に
か
か
り
つ
け
に
な
っ
て
し
ま
う
と
他

の
負
傷
者
の
診
療
が
で
き
な
く
な
る
の
で
そ
の
他
の
救
命
可
能
な
患
者
を
診

ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
し
か
し
、
そ
の
後
医
療
者
が
増
え
た
ら
そ
の
重
傷
者
も

診
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
あ
く
ま
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
は
動
的
な
評
価
で

あ
り
、
時
々
刻
々
と
状
況
と
評
価
が
変
わ
り
ま
す
。
「
黒
」
に
対
す
る
基
本

的
な
考
え
方
は
「
死
亡
」
で
は
な
く
、
「
赤
」
の
次
に
「
黒
」
を
診
る
こ
と

な
の
で
す
。 

 

■
ト
リ
ア
ー
ジ
は
誰
が
行
っ
て
も
良
い
の
か
？ 

 
 

『
業
務
と
し
て
の
ト
リ
ア
ー
ジ
』
は
歯
科
医
は
し
て
は
い
け
な
い
。 

『
ト
リ
ア
ー
ジ
』
を
業
務
と
し
て
行
っ
て
良
い
の
は
医
師
の
み
に
な
り
ま

す
。
ま
し
て
「
ト
リ
ア
ー
ジ
の
黒
タ
グ
」
を
死
亡
と
解
釈
す
る
な
ら
な
お
さ

ら
で
す
。
死
亡
診
断
は
医
師
の
特
権
事
項
だ
か
ら
で
す
。
こ
の
こ
と
か
ら
し
て
も
「
ト
リ
ア
ー
ジ
の
黒
タ
グ
」

は
死
亡
予
期
群
と
し
て
扱
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

 

そ
れ
で
は
歯
科
医
師
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
？
歯
科
医
師
に
は
全
身
を
診
る
診
療
行
為
が
許
さ
れ
て
い
な
い
の

で
、
医
師
法
・
歯
科
医
師
法
か
ら
見
て
歯
科
医
師
は
業
務
と
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
を
行
っ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
自
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治
体
の
災
害
訓
練
で
歯
科
医
師
治
療
班
が
本
部
長
か
ら
ト
リ
ア
ー
ジ
を
委
任
さ
れ
て
い
る
訓
練
を
よ
く
見
か
け

ま
す
が
、
法
的
根
拠
が
あ
り
ま
せ
ん
。
一
般
の
方
同
様
、
医
師
不
在
の
場
合
に
応
急
救
護
的
に
行
わ
ざ
る
を
得

な
い
状
況
に
の
み
可
能
で
す
。A

E
D

に
よ
るB

L
S

の
講
習
会
の
際
に
も
、
最
近
で
は
強
調
さ
れ
な
く
な
り
ま
し

た
が
、A

E
D

を
実
施
す
る
前
に
「
医
師
の
方
は
い
ま
せ
ん
よ
ね
」
と
確
認
す
る
行
為
が
必
要
な
の
で
す
。
ト
リ

ア
ー
ジ
同
様
、
歯
科
医
も
同
様
の
対
応
に
な
り
ま
す
。 

 

看
護
師
は
保
助
看
法
に
よ
り
医
師
の
指
示
に
よ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
は
可
能
で
す
が
、
救
急
隊
員
の
ト
リ
ア
ー
ジ

は
法
的
整
備
が
必
ず
し
も
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

 

■
そ
も
そ
も
、
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
（
重
症
度
・
緊
急
度
に
よ
る
選
択
法
）
」
以
外
に
治
療
の
優
先
性
選

択
法
は
な
い
の
か
？ 

 

少
な
く
と
も
５
種
類
あ
る
！
何
故
、
そ
の
中
で
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
」
が
採
用
さ
れ
た
の
？ 

災
害
時
の
治
療
の
優
先
性
選
択
法
に
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
」
以
外
の
方
法
が
な
い
の
で
し
ょ
う
か
？
そ

ん
な
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多
数
の
負
傷
者
が
発
生
す
る
災
害
時
の
治
療
の
優
先
性
の
選
択
法
に
は
少
な
く
と

も 

①
無
作
為
に
治
療
す
る
患
者
の
順
番
を
選
ぶ 

②
最
初
に
来
た
人
か
ら
最
初
に
診
る 

③
誰
も
治
療
し
な
い 
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④
医
学
以
外
の
基
準
（
身
分
、
性
別
、
年
齢
、
職
業
な
ど
）
で
選
択
す
る 

⑤
必
要
性
の
緊
急
度
で
選
択
す
る 

の
５
つ
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
「
全
て
の
人
が
平
等
な
治
療
を
受
け
る
」
権
利
が
あ
る
と
い
う
基
本
概
念
に
従

う
な
ら
①
が
正
し
い
選
択
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
資
源
不
足
時
で
も
全
て
の
人
に
平
等
に
最
良
の
治
療
を
受
け

さ
せ
た
い
と
考
え
れ
ば
そ
の
状
況
に
な
る
ま
で
誰
も
診
な
い
③
が
正
し
い
選
択
に
な
り
ま
す
。
②
は
一
見
公
平

で
す
が
時
間
と
と
も
に
傷
病
者
が
増
え
必
要
性
に
応
じ
て
資
源
を
平
等
に
分
配
し
て
い
く
こ
と
が
困
難
に
な
り

ま
す
。
④
は
あ
り
得
な
い
話
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
同
じ
重
症
度
・
緊
急
度
の
傷
病
者
が
各
々
一
人
い
る
状
況
で
、

た
っ
た
一
人
し
か
救
え
な
い
状
況
に
陥
っ
た
時
に
は
ど
ち
ら
か
一
名
を
選
択
せ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
⑤
は
世
間

で
「
い
わ
ゆ
る
ト
リ
ア
ー
ジ
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
で
あ
り
、
重
症
度
・
緊
急
度
に
応
じ
て
選
択
す
る
方
法

で
あ
り
、
今
日
最
も
使
用
さ
れ
て
い
ま
す
。 

実
は
⑤
も
従
来
の
概
念
（T

r
a
n
s
v
e
r
t
i
c
a
l
 
t
r
i
a
g
e
≒

慣
例
的
な
ト
リ
ア
ー
ジ
）
か
ら
、
時
代
の
変
遷
に
従

っ
て
、
傷
病
者
の
将
来
の
利
益
の
た
め
に
、
そ
の
時
点
で
犠
牲
者
を
選
択
す
る
考
え
方
に
基
づ
い
た
ト
リ
ア
ー

ジ
（L

o
n
g
i
t
u
d
i
n
a
l
 t
r
i
a
g
e

）
に
代
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
「
誰
か
の
た
め
に
誰
か
を
犠
牲
に
す
る
」
と
い
う
ト

リ
ア
ー
ジ
決
定
に
よ
り
救
助
者
に
非
倫
理
的
な
重
い
精
神
的
負
担
を
背
負
わ
せ
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
こ
と

に
多
く
の
災
害
関
係
医
療
者
も
気
が
つ
い
て
い
ま
せ
ん
。 

 

■
ト
リ
ア
ー
ジ
の
基
本
原
則
の
「
最
大
多
数
に
最
良
を
」
と
い
う
概
念
は
正
し
い
の
か
？
？ 
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「
誰
か
の
た
め
に
誰
か
を
犠
牲
に
す
る
」
こ
と
は
許
さ
れ
る
の
？ 

 
 

倫
理
観
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
い
！ 

も
と
も
と
「
最
大
多
数
に
最
良
を
」
と
は
問
題
を
含
ん
だ
言
葉
と
言
え
ま
す
。
「
あ
る
傷
病
者
が
他
の
状
況

下
で
は
生
存
し
得
た
に
も
拘
わ
ら
ず
、
よ
り
多
く
の
他
の
傷
病
者
の
利
益
の
た
め
に
犠
牲
に
な
る
」
こ
と
を
許

容
し
て
い
ま
す
。
か
み
砕
い
て
言
え
ば
、
「
平
常
時
な
ら
助
か
る
か
も
し
れ
な
い
負
傷
者
に
今
は
医
療
資
源
が

な
い
か
ら
死
ん
で
く
れ
」
と
言
っ
て
る
よ
う
な
も
の
で
す
。
医
学
倫
理
か
ら
す
る
と
あ
り
得
な
い
話
で
す
が
、

災
害
訓
練
や
教
育
の
現
場
で
は
誰
も
疑
問
を
感
じ
な
い
ま
ま
「
災
害
時
は
最
大
多
数
に
最
良
を
」
と
教
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
曽
野
綾
子
さ
ん
が
、
２
０
１
６
年
１
月
産
経
新
聞
朝
刊
に
ト
リ
ア
ー
ジ
に
つ
い
て
「
年
寄
り
は
若

い
人
に
命
を
譲
っ
て
い
い
の
で
は
な
い
か
」
と
書
い
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
災
害
医
療
の
ト
リ
ア
ー
ジ
の
本
質

を
つ
い
た
言
葉
で
し
た
が
、
「
年
寄
り
は
死
ん
で
も
い
い
の
か
」
と
ネ
ッ
ト
で
批
判
さ
れ
ま
し
た
。 

患
者
の
権
利
に
関
す
る
リ
ス
ボ
ン
宣
言
に
は
「
す
べ
て
の
患
者
は
治
療
を
受
け
る
た
め
の
公
平
な
選
択
手
続

き
を
受
け
る
権
利
が
あ
る
」
と
あ
り
ま
す
。
保
障
さ
れ
て
い
る
の
は
「
治
療
を
受
け
る
た
め
の
公
平
な
選
択
手

続
き
」
で
あ
り
、
「
平
等
に
治
療
を
受
け
る
権
利
」
が
保
障
さ
れ
て
い
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
こ
を
誤
解

し
て
い
る
一
般
の
方
と
そ
の
こ
と
を
十
分
教
え
ら
れ
て
い
な
い
医
療
職
の
間
に
わ
だ
か
ま
り
や
紛
争
が
起
こ
る

危
険
性
が
潜
ん
で
い
ま
す
。
災
害
時
だ
か
ら
こ
そ
、
「
治
療
を
受
け
る
た
め
の
公
平
な
選
択
手
続
き
」
が
必
要

で
あ
り
、
そ
の
選
択
手
続
き
と
し
て
ト
リ
ア
ー
ジ
を
用
い
る
な
ら
、
少
な
く
と
も
説
明
責
任
が
伴
う
こ
と
を
忘

れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。 
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ま
た
、
倫
理
観
は
絶
対
的
な
も
の
で
は
な
く
、
社
会
背
景
や
文
化
的
背
景
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。
カ
ラ
ダ

グ
は
『E

t
h
i
c
a
l
 q
u
e
s
t
i
o
n
s
 m
a
y
 n
o
t
 a
l
w
a
y
s
 h
a
v
e
 

“ 
o
n
e
-
s
i
z
e
-
f
i
t
s
-
a
l
l

” 
a
n
s
w
e
r
s
.
 O
n
 t
h
e
 o
t
h
e
r
 

h
a
n
d
,
 e
m
b
e
d
d
i
n
g
 e
t
h
i
c
a
l
 v
a
l
u
e
s
 a
n
d
 p
r
i
n
c
i
p
l
e
s
 i
n
 e
v
e
r
y
 a
s
p
e
c
t
 o
f
 h
e
a
l
t
h
-
c
a
r
e
 i
s
 o
f
 v
i
t
a
l
 

i
m
p
o
r
t
a
n
c
e
.

（
倫
理
的
質
問
は
、
必
ず
し
も
「
フ
リ
ー
サ
イ
ズ
」
な
答
え
を
持
っ
て
は
い
な
い
。
し
か
し
一
方

で
は
、
あ
ら
ゆ
る
治
療
に
関
し
て
倫
理
的
価
値
観
と
原
則
は
重
要
性
で
あ
る
。
）
』
と
述
べ
て
い
ま
す
。
倫
理

は
重
要
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
常
に
同
じ
で
は
な
い
と
述
べ
て
い
ま
す
。
倫
理
観
は
普
遍
的
な
も
の
で
は
な
い
の

で
倫
理
感
と
い
う
べ
き
も
の
と
考
え
ら
れ
た
の
で
、
著
者
は
日
本
病
院
会
雑
誌
２
０
１
５
年
７
月
号
に
『
災
害

時
の
倫
理
を
考
え
よ
う
：
倫
理
観
そ
れ
と
も
倫
理
感
？
』
を
寄
稿
し
ま
し
た
。 

 

■
災
害
時
の
応
急
手
当 

 

「
心
肺
蘇
生
術
」
で
は
多
く
負
傷
者
を
教
え
な
い
？
！ 

 

災
害
時
の
応
急
手
当
と
い
う
と
前
述
し
た
よ
う
に
「
そ
れA

E
D

だ
、
心
肺
蘇
生
だ
」
と
い
う
訓
練
が
多
い
の

で
す
が
、
負
傷
者
の
救
護
を
行
う
た
め
に
は
、
災
害
現
場
で
見
ら
れ
る
主
な
病
態
や
疾
病
を
知
っ
て
お
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
は
負
傷
者
は
意
外
に
軽
傷
が
多
く
、
過
去
の
地
震
の
経
験
か
ら
は
だ
い
た
い
５
０
パ
ー

セ
ン
ト
は
擦
り
傷
や
切
り
傷
な
ど
で
あ
り
多
く
と
も
１
日
で
帰
れ
る
負
傷
で
す
。
そ
れ
な
ら
一
般
的
な
処
置
で

十
分
だ
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
災
害
時
の
応
急
手
当
と
し
て
は
、
「
心
肺
蘇
生
術
」
だ
け
で
は
な
く
、

災
害
時
に
多
く
見
ら
れ
る
創
、
熱
傷
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
、
出
血
に
つ
い
て
基
本
的
な
知
識
が
必
要
で
す
。 
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「開放性損傷と非開放性損傷」の違い
開放性損傷：皮膚や粘膜の断裂、すなわち「創」
を伴う外傷

非開放性損傷：皮膚や粘膜の断裂はないが皮膚や深部
組織・臓器の損傷があるもの

 皮膚や粘膜の開放部位から病原菌が侵入し、
感染の危険があるので創汚染を防ぐ。

 刺創などでは、外出血は少なくても内臓の損
傷による内出血があることもあり、特に身体
の危険な部位（例えば心臓付近）はどんなに
軽症でも病院受診が必要です。

 いわゆる「打ち身、打撲」のことです。
 外出血はないが頭蓋内、胸腔内、腹腔内、筋肉内な

どに「内出血」があることがあり、これを見逃すと重症
になります。

消毒薬などを塗る前に、ただちに流水で十分に洗うことが必要です。とくに汚染創では、大量の水道水で創内の異物を
洗い出すことが重要です。軟膏などで創をふさぐとかえって危険なことがある。  

 

①
開
放
創
か
非
開
放
創
か 

 

開
放
性
な
ら
洗
っ
て
被
覆
、
非
開
放
性
な
ら
様
子
観
察
！ 

 

非
開
放
創
の
場
合
「
打
撲
だ
か
ら
大
丈
夫
」
と
思
い
が
ち
で
す
が
、
災
害
時
の
打

撲
は
内
出
血
の
恐
れ
が
あ
る
の
で
、
時
間
的
な
経
過
を
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
一

方
、
開
放
性
の
損
傷
は
感
染
の
危
険
が
あ
る
の
で
、
下
手
に
傷
口
を
閉
じ
な
い
こ
と

が
重
要
で
す
。
消
毒
を
す
る
よ
り
も
、
そ
れ
以
上
汚
れ
な
い
よ
う
に
被
覆
だ
け
に
し

ま
す
。
異
物
の
汚
染
を
防
ぐ
た
め
に
は
消
毒
よ
り
も
洗
浄
の
ほ
う
が
有
効
だ
か
ら
で

す
。
災
害
現
場
で
は
洗
え
れ
ば
洗
っ
て
、
き
れ
い
な
ガ
ー
ゼ
あ
る
い
は
布
な
ど
を
当

て
る
こ
と
で
す
。
そ
う
い
う
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
知
識
が
大
事
で
す
。 

本
来
「
創
」
と
「
傷
」
は
医
学
的
に
は
違
い
ま
す
。
「
創
」
と
は
「
皮
膚
や
粘
膜

の
表
面
が
切
り
開
か
れ
た
り
、
は
が
れ
て
い
て
、
断
裂
が
あ
る
状
態
」
で
あ
り
、
「
傷
」

は
「
打
撲
の
よ
う
に
皮
膚
や
粘
膜
の
断
裂
が
な
い
状
態
」
で
す
。
「
い
わ
ゆ
る
擦
り

傷
」
を
医
療
現
場
で
も
「
擦
過
傷
」
と
呼
ん
で
い
ま
す
が
、
皮
膚
の
断
裂
が
あ
る
の

で
「
擦
過
創
」
と
呼
ぶ
べ
き
な
の
で
す
。 

 

②
熱
傷
の
見
方 
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熱傷

「面積と深さ」で医療施設を判断する
9の法則は忘れやすいので、手掌ルール：傷病者の
手掌の大きさを1％とする。
Ⅱ度が20%、Ⅲ度が10%以上なら救命センターに送る。

 冷たい水で冷やす（冷やし過ぎないように）
とても小さい熱傷以外は氷の冷却は避ける

 焼けた衣服を除去
 初期観察（A-B-C）
 化学熱傷の場合は、多量もきれいな水で15分以上流す
 20％以上の熱傷で、嘔吐がなく、意識のしっかりした傷病者に

は水を飲むよう元気付ける
 5％以下の熱傷で気道熱傷などなければ、野外であれば応急

処置セットで入念に処置する

いわゆる日焼け

 

手
掌
の
２
０
倍
の
水
疱
が
あ
る
熱
傷
は
救
命
セ
ン
タ
ー
へ
！ 

深
い
熱
傷
は
痛
み
を
感
じ
な
い
！ 

 

水
疱
が
で
き
る
よ
う
な
熱
傷
が
、
全
身
の
２
０
％
以
上
に
及
ん
で
い
れ

ば
医
療
機
関
へ
の
受
診
が
必
要
で
す
。
手
掌
の
大
き
さ
が
だ
い
た
い
１
％

で
す
の
で
水
泡
を
伴
う
熱
傷
が
自
分
の
手
掌
の
２
０
倍
以
上
な
ら
２
０
％

以
上
と
判
断
し
病
院
へ
連
れ
て
行
き
、
、
そ
れ
以
下
だ
っ
た
ら
自
宅
で
面

倒
み
よ
う
と
い
う
判
断
に
な
り
ま
す
。
自
宅
で
面
倒
を
見
る
と
き
に
は
負

傷
者
に
意
識
が
あ
り
経
口
摂
取
可
能
な
ら
水
分
を
し
っ
か
り
与
え
る
こ
と

で
す
。 

 
一
番
深
い
熱
傷
Ⅲ
度
の
熱
傷
は
神
経
ま
で
及
ぶ
の
で
、
か
え
っ
て
熱
傷

部
位
に
痛
み
を
感
じ
な
く
な
る
の
で
、
痛
く
な
い
か
ら
大
丈
夫
と
い
う
訳

に
は
い
き
ま
せ
ん
。 

 

③
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群 

 

 

挟
ま
れ
た
人
が
「
下
肢
が
痺
れ
る
、
痛
い
」
と
言
っ
た
ら
す
ぐ
病
院
へ
！ 

 

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
と
は
瓦
礫
な
ど
に
上
肢
、
下
肢
、
腰
な
ど
が
挟
ま
れ
、
そ
の
後
圧
迫
か
ら
解
放
さ
れ
た

と
き
に
起
こ
る
症
候
群
の
こ
と
で
す
。
筋
肉
が
圧
迫
さ
れ
筋
肉
細
胞
が
障
害
・
壊
死
を
起
こ
し
、
ミ
オ
グ
ロ
ビ
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ン
（
た
ん
白
質
）
や
カ
リ
ウ
ム
と
い
っ
た
物
質
が
血
中
に
流
入
し
蓄
積
さ
れ
ま
す
。
そ
の
後
救
助
さ
れ
圧
迫
さ

れ
て
い
た
部
分
が
解
放
さ
れ
る
と
、
血
流
を
通
し
て
有
害
物
質
が
急
激
に
全
身
へ
広
が
り
、
心
臓
や
腎
臓
の
機

能
を
悪
化
さ
せ
し
ま
う
病
態
で
、
折
角
生
存
救
出
で
き
た
の
に
、
重
篤
例
は
そ
の
後
腎
機
能
障
害
亡
で
死
亡
し

た
り
し
ま
す
。 

２
０
分
以
上
箪
笥
な
ど
に
挟
ま
れ
た
負
傷
者
が
、
特
に
下
肢
が
多
い
の
で
す
が

、
救
出
後
に
挟
ま
れ
た
部

位
が
「
痛
く
て
、
し
び
れ
て
い
る
」
と
訴
え
る
場
合
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
の
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
阪
神
淡

路
大
震
災
の
時
に
は
す
ぐ
に
は
症
状
が
出
な
い
の
で
、
ト
リ
ア
ー
ジ
で
は
軽
症
と
判
断
さ
れ
る
傾
向
が
あ
り
、

治
療
が
遅
れ
ま
し
た
。
挟
ま
れ
て
い
た
下
肢
が
腫
れ
て
黒
く
な
っ
て
し
ま
う
よ
う
な
症
状
や
所
見
が
現
れ
る
前

に
受
診
す
る
た
め
に
は
挟
ま
れ
て
救
出
さ
れ
た
人
に
は
「
痛
く
な
い
か
」
「
し
び
れ
は
な
い
か
」
と
確
認
し
て
、

症
状
が
あ
れ
ば
す
ぐ
に
病
院
に
連
れ
て
行
く
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

 

④
出
血
と
止
血 

 

 
 

新
鮮
な
赤
い
出
血
は
す
ぐ
止
め
る
こ
と
！ 

 

動
脈
か
ら
の
出
血
か
、
静
脈
か
ら
の
出
血
か
、
毛
細
血
管
か
ら
の
出
血
か
、
の
鑑
別
が
重
要
で
、
真
っ
赤
な

血
が
出
て
き
た
ら
、
動
脈
か
ら
の
出
血
な
の
で
早
く
止
め
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
直
接
圧
迫
止
血
法
、
間

接
圧
迫
止
血
法
が
あ
り
ま
す
が
、
色
々
な
本
が
出
版
さ
れ
て
ま
す
の
で
成
書
を
参
照
し
て
く
だ
さ
い
。 

人
体
の
総
血
液
量
は
体
重
の
約
８
％
、
例
え
ば
７
０
キ
ロ
の
体
重
の
人
で
し
た
ら
５
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
、
に
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止血法の種類と基本的な外出血の止血法
①直接圧迫止血(約10分間以内で止まる）

②挙上(6秒程度）

①+②でたいていは止まる

⇒駄目なら、他の方法

③小さい創部ならロール包帯で圧迫

大きい創部ならガーゼをあて、包帯をきつく巻く（ハンカチ代用
可）

④冷やすと痛みが和らぐ(冷やし過ぎに注意）

⑤以上が無効なら、出血部位の近位部の止血点を圧迫する

⇒間接圧迫止血

⑥骨折があるなら、固定すること⇒スプリント、三角巾など  

な
り
ま
す
。
出
血
す
る
速
度
に
も
よ
り
ま
す
が
、
１
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
出

血
し
て
い
る
と
、
シ
ョ
ッ
ク
に
陥
る
可
能
性
が
高
い
の
で
す
。
実
際
に
出

血
し
て
い
る
人
の
脈
を
測
る
の
は
難
し
い
の
で
脈
な
ど
見
な
い
で
出
血
量

を
見
て
、
だ
い
た
い
１
リ
ッ
ト
ル
ぐ
ら
い
出
て
い
れ
ば
、
病
院
へ
連
れ
て

行
っ
て
も
構
い
ま
せ
ん
。 

 

⑤
感
染
予
防 

 

 

汚
染
し
た
創
は
消
毒
で
は
な
く
、
洗
う
こ
と
！ 

 

感
染
予
防
に
つ
い
て
、
い
っ
た
ん
ガ
ー
ゼ
で
圧
迫
止
血
を
始
め
た
ら
、

ガ
ー
ゼ
を
外
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
感
染
予
防
で
重
要
な
事
は
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
で
消
毒
す
る
こ
と
で
は
な
く
（
実
際
の
災
害
時
に
は
消
毒
用
ア

ル
コ
ー
ル
を
探
す
の
も
一
苦
労
）
、
汚
れ
た
傷
口
を
流
水
で
洗
う
こ
と
が

最
良
で
す
。
傷
口
を
洗
う
と
い
っ
て
も
災
害
時
に
は
断
水
の
た
め
水
道
は

使
え
ま
せ
ん
。
救
急
セ
ッ
ト
が
あ
れ
ば
、
中
に
ビ
ニ
ー
ル
バ
ッ
グ
が
入
っ

て
い
ま
す
か
ら
、
こ
れ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
た
め
て
流
水
代
わ
り
に
洗
い
ま
す
。 

 

 

⑥
鼻
血
と
耳
か
ら
の
出
血 
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即興医療（例、安全ピンによる上肢骨折固定）

半袖：シャツを切って上肢固定
長袖シャツの袖口を利用する
（上図）、トレーナーはたるむの
で使えない（下図）

災害現場では常に医療資源が不足する
ため無いものねだりではなく、知恵と工
夫で代用品を作ることが重要

資器材だけでなく、人材の節約にもなる

 

 
 

頭
蓋
内
か
ら
の
鼻
血
、
耳
血
は
止
ま
ら
な
い
！ 

 
鼻
血
や
耳
血
の
止
血
法
そ
れ
自
体
を
覚
え
て
お
く
方
が
良
い
と
思
い
ま
す
が
、
頭
の
中
か
ら
の
出
血
か
ど
う

か
が
最
も
重
要
で
す
。
頭
か
ら
の
出
血
は
血
が
サ
ラ
サ
ラ
し
て
、
い
わ
ゆ
る
血
餅

が
で
き
ず
、
止
ま
り
ま
せ
ん
。
頭
以
外
の
出
血
な
ら
必
ず
血
の
塊
が
で
き
ま
す
。

血
の
塊
の
よ
う
な
出
血
で
あ
れ
ば
タ
ン
ポ
ン
を
す
れ
ば
い
い
し
、
サ
ラ
サ
ラ
し
て

い
れ
ば
鼻
孔
や
耳
孔
を
塞
い
て
し
ま
う
と
頭
に
感
染
す
る
の
で
、
塞
が
な
い
で
流

れ
る
ま
ま
に
し
て
お
き
、
頭
位
を
１
５
度
く
ら
い
に
高
く
し
て
お
き
ま
す
。
。 

 

⑦
救
急
セ
ッ
ト 

 
 

無
い
も
の
は
即
興
で
作
る
！
安
全
ピ
ン
で
上
肢
骨
折
固
定
！ 

気
道
確
保
に

も
使
え
る
？
！ 

 

救
急
セ
ッ
ト
の
中
身
を
ど
う
使
う
の
か
、
特
に
、
安
全
ピ
ン
、
三
角
巾
、
ビ
ニ

ー
ル
バ
ッ
ク
を
利
用
意
し
て
即
興
的
に
道
具
と
し
て
使
う
こ
と
が
勧
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
（i
m
p
r
o
v
i
s
e
d
 m
e
d
i
c
i
n
e

：
即
興
医
療
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
。
例
え
ば
、

安
全
ピ
ン
は
い
ろ
ん
な
こ
と
に
使
え
ま
す
。
上
肢
骨
折
固
定
は
も
ち
ろ
ん
、
ア
メ

リ
カ
の

W
a
r
 
S
u
r
g
e
r
y

（
戦
争
外
科
）
と
い
う
本
で
は
、
気
道
確
保
の
際
に
舌
根

が
沈
下
し
な
い
よ
う
、
舌
を
口
角
に
安
全
ピ
ン
で
留
め
る
の
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
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パニック

犠牲

様々な原因の総和

犠牲
様々な原因の総和

パニック

 

徒
手
的
に
気
道
確
保
を
続
け
て
い
る
と
、
他
の
傷
病
者
の
治
療
が
で
き
な
く
な
る
た
め
で
す
。 

  

■
一
般
に
言
わ
れ
て
い
る
こ
と
は
本
当
か 

 

前
述
し
た
よ
う
に
、
災
害
に
は
種
類
・
地
域
・
発
生
時
期
に
よ
る
個

別
性
が
高
い
た
め
一
般
的
な
災
害
対
応
の
教
訓
が
得
ら
れ
に
く
く
、
ま

た
、
担
当
者
の
定
期
的
な
人
事
異
動
な
ど
で
経
験
の
蓄
積
が
得
ら
れ
に

く
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
か
ら
、
一
般
に
言
わ
れ
る
こ
と

が
本
当
な
の
か
、
学
問
的
裏
付
け
が
あ
る
の
か
、
な
ど
再
検
討
し
て
み

る
こ
と
に
よ
っ
て
本
当
に
実
践
で
き
る
災
害
対
応
に
な
る
と
思
わ
れ
ま

す
。 

 

①
パ
ニ
ッ
ク 

 

惨
事
に
対
し
て
多
く
の
人
は
パ
ニ
ッ
ク
に
陥
る
の
か
？ 

脱
出
を
求
め
る
集
団
的
逃
避
行
動
は
パ
ニ
ッ
ク
と
は
呼
べ
な
い
！ 

 

「
地
震
や
火
事
に
巻
き
込
ま
れ
る
と
多
く
の
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
る
」

と
言
わ
れ
ま
す
が
、
実
際
は
ほ
と
ん
ど
の
人
が
パ
ニ
ッ
ク
に
な
り
ま
せ
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ん
。
例
え
ば
火
事
の
と
き
に
皆
が
出
口
に
殺
到
す
る
の
は
脱
出
を
求
め
る
集
団
的
避
難
行
動
で
あ
り
、
合
目
的

か
つ
単
純
な
逃
避
反
応
で
す
の
で
パ
ニ
ッ
ク
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
な
の
に
「
パ
ニ
ッ
ク
に
な
っ
て
殺
到
し

た
」
と
い
う
言
い
方
を
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
災
害
社
会
学
者
の
エ
ン
リ
コ
氏
は
『
起
こ
っ
た
行
動
が
事
態
に

対
す
る
合
目
的
な
逃
避
行
動
で
あ
っ
た
か
、
非
合
目
的
で
あ
っ
た
に
よ
る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
広
瀬

弘
忠
氏
は
『
様
々
な
原
因
を
足
し
合
わ
せ
て
も
そ
の
総
和
が
犠
牲
の
大
き
さ
に
釣
り
合
わ
な
い
時
に
原
因
の
総

和
と
犠
牲
の
大
き
さ
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
る
た
め
に
原
因
の
総
和
に
加
え
た
物
が
パ
ニ
ッ
ク
と
い
う
こ
と
に
な

る
』
と
言
っ
て
い
ま
す
。 

『
災
害
や
事
故
の
原
因
究
明
を
放
棄
し
て
こ
と
さ
ら
に
「
パ
ニ
ッ
ク
」
と
い
う
言
葉
を
用
い
て
被
害
を
説
明
す

る
時
は
防
災
上
の
失
敗
を
ご
ま
か
そ
う
と
す
る
不
純
な
動
機
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
？
と
疑
っ
て
み
る
こ
と
が

必
要
だ
』
と
も
言
っ
て
い
ま
す
。 

非
常
に
危
険
で
逃
げ
る
方
法
が
限
ら
れ
て
い
る
の
に
、
情
報
が
伝
わ
っ
て
い
な
い
、
そ
れ
が
原
因
で
死
傷
者

が
出
る
の
は
、
実
は
主
催
者
側
の
問
題
が
大
き
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 

②
脱
出 
 

 

避
難
の
原
則
を
知
ら
な
い
と
助
か
ら
な
い
！ 

 

知
っ
て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
！ 

正
し
い
知
識
が
な
い
と
災
害
が
発
生
し
た
り
拡
大
し
て
し
ま
い
ま
す
。
例
え
ば
流
動
係
数
（
出
口
幅
１
ｍ
当
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た
り
１
秒
間
に
何
人
出
ら
れ
る
か
）
は
日
本
の
建
築
基
準
法
で
は
ほ
と
ん
ど
の
場
合
１
．
５
程
度
と
言
わ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
。
ド
イ
ツ
の
ド
ゥ
イ
ス
ブ
ル
グ
大
学
の
実
験
で
は
幅
７
０
㎝
で
は
脱
出
す
る
人
が
お
見
合
い
し

１
２
０
㎝
以
上
で
は
真
ん
中
に
集
中
す
る
た
め
、
出
口
の
幅
は
７
０
㎝
～
１
２
０
㎝
の
間
が
最
も
す
ん
な
り
通

れ
る
と
検
証
し
ま
し
た
。
つ
ま
り
狭
す
ぎ
て
も
広
す
ぎ
て
も
出
に
く
い
と
い
う
結
果
で
す
。 

ま
た
飛
行
機
に
は
「
脱
出
の
際
の
９
０
秒
ル
ー
ル
」
が
あ
り
、
９
０
秒
間
で
機
内
の
す
べ
て
の
人
間
が
脱
出

口
の
半
分
か
ら
逃
げ
ら
れ
る
よ
う
に
設
計
さ
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。
実
際
に
飛
行
機
の
脱
出
口
を
見
る
と
如
何

に
も
小
さ
く
見
え
非
常
脱
出
に
本
当
に
十
分
な
の
か
な
と
不
安
に
な
り
ま
す
。
著
者
が
実
際
に
搭
乗
し
た
ボ
ー

イ
ン
グ
７
４
０-

４
０
０
は
定
員
が
５
６
８
名
で
脱
出
口
が
１
２
個
で
し
た
。
う
ち
６
個
を
使
用
す
る
の
で
、
１

個
か
ら
９
５
人
が
出
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
脱
出
口
の
幅
が
１
ｍ
な
ら
１
秒
間
に
１
．
５
人
出
ら
れ
る
の
で
、

慌
て
ず
に
速
や
か
に
逃
げ
れ
ば
６
３
秒
で
全
員
が
脱
出
で
き
る
計
算
に
な
り
ま
し
た
。 

同
じ
よ
う
に
、
地
下
道
と
い
う
の
は
建
築
法
上
長
さ
が
６
０
ｍ
を
超
え
る
場
合
、
地
下
街
の
ど
の
場
所
か
ら

も
直
通
階
段
ま
で
の
歩
行
距
離
が
必
ず
３
０
ｍ
以
下
に
な
っ
て
い
て
、
地
下
道
で
火
事
に
な
っ
た
場
合
だ
い
た

い
２
３
秒
で
地
上
に
出
ら
れ
る
よ
う
に
作
っ
て
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
う
し
た
こ
と
を
知
ら
な
い
と
、
い
た
ず
ら

に
慌
て
て
し
ま
い
、
そ
れ
こ
そ
、
「
パ
ニ
ッ
ク
」
に
陥
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

一
方
、
知
っ
て
い
て
も
ど
う
し
よ
う
も
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
「
火
事
で
は
炎
煙
の
広
が
る
速
さ
は
横
方

向
に
は
秒
速
１
ｍ
程
度
、
縦
方
向
に
は
秒
速
５
ｍ
程
度
（
煙
は
空
気
よ
り
軽
い
か
ら
）
に
対
し
て
、
人
の
歩
く

速
度
は
秒
速
１
．
３
ｍ
な
の
で
、
横
方
向
に
は
通
常
歩
行
で
逃
げ
ら
れ
る
が
上
方
向
逃
げ
る
の
は
厳
し
い
」
と
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い
う
こ
と
か
ら
、
火
災
の
時
に
上
に
登
ら
な
い
方
が
良
い
と
い
う
こ
と
を
知
っ
て
い
る
人
は
多
い
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
な
が
ら
、
下
の
階
が
燃
え
さ
か
っ
て
近
づ
く
こ
と
が
出
来
な
い
と
い
う
場
合
は
上
の
階
に
逃
げ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
、
知
っ
て
い
る
か
ら
こ
そ
逆
に
不
安
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
の
場
合
は
、
極
力
火
元
の
部
屋

か
ら
遠
い
階
に
ま
で
移
動
し
て
、
窓
側
で
救
助
を
待
つ
し
か
な
い
の
で
す
。
さ
ら
に
、
１
１
階
以
上
の
高
さ
は

は
し
ご
車
が
届
か
ず
火
災
時
の
消
火
活
動
が
困
難
な
の
で
、
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
は
原
則
１
１
階
以
上
の
階
に
設

置
義
務
付
は
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
以
下
の
場
合
は
な
い
の
で
、
と
り
あ
え
ず
火
元
か
ら
遠
い
階
ま
で
登
っ
て
救

助
を
待
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。 

 ③
避
難
情
報 

 
 

工
学
的
な
問
題
よ
り
人
間
的
問
題
が
大
き
い
！ 

「
洪
水
注
意
報
」
と
「
洪
水
警
報
」
の
違
い
は
「
洪
水
注
意
報
」
の
と
き
に
は
水
位
は
地
面
の
下
（
警
戒
水

位
）
に
あ
り
、
「
洪
水
警
報
」
の
と
き
は
す
で
に
水
位
が
地
面
よ
り
も
高
く
（
危
険
水
位
）
な
っ
て
い
ま
す
。

「
洪
水
警
報
」
が
出
た
ら
も
う
逃
げ
る
し
か
な
い
の
で
す
が
、
そ
れ
を
知
っ
て
い
て
も
逃
げ
な
い
人
た
ち
が
い

ま
す
。
情
報
は
正
し
く
伝
わ
っ
て
も
、
人
間
は
情
報
を
勝
手
に
解
釈
し
て
し
ま
う
生
き
物
で
あ
り
、
実
は
こ
の

こ
と
が
情
報
伝
達
に
関
し
て
は
大
問
題
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
般
的
に
は
知
ら
な
い
と
被
害
を
受
け
る
こ
と

が
多
い
の
で
す
が
、
知
っ
て
い
て
も
、
あ
る
い
は
、
知
ら
さ
れ
て
も
被
害
を
受
け
る
人
た
ち
が
実
際
に
は
か
な

り
い
る
こ
と
が
情
報
伝
達
の
観
点
か
ら
は
問
題
で
す
。 
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災
害
時
の
情
報
伝
達
と
い
う
と
伝
達
方
法
の
工
学
的
な
正
確
性
や
確
実
性
が
追
及
さ
れ
ま
す
が
、
情
報
が
正

確
に
伝
わ
っ
た
と
し
て
も
そ
の
情
報
に
従
っ
た
「
正
し
い
行
動
」
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
意
味
が
あ
り
ま
せ
ん
。

お
母
さ
ん
は
子
供
が
ぐ
ず
っ
た
時
に
よ
く
「
勝
手
に
し
な
さ
い
」
と
言
い
ま
す
が
、
「
勝
手
に
す
る
」
子
供
は

い
ま
せ
ん
。
情
報
の
送
り
手
で
あ
る
お
母
さ
ん
は
「
勝
手
に
し
な
さ
い
」
と
本
当
に
思
っ
て
い
る
訳
で
は
な
く
、

ま
た
子
供
も
そ
れ
を
知
っ
て
い
る
か
ら
「
勝
手
に
し
な
い
」
の
で
す
。
こ
の
よ
う
に
情
報
伝
達
は
情
報
の
正
確

性
云
々
の
純
粋
に
工
学
的
な
問
題
で
は
な
く
、
正
し
く
行
動
さ
せ
る
と
い
う
人
間
工
学
的
な
問
題
が
潜
ん
で
い

ま
す
。 

 ④
情
報 

 
 

追
求
し
過
ぎ
る
無
謬
性
（
む
び
ょ
う
せ
い
：
誤
り
の
な
さ
）
！ 

警
報
の
正
誤
を
被
害
の
大
き
さ
で
評
価
し
て
い
る
！ 

明
治
期
に
フ
ラ
ン
ス
の
軍
事
教
本
を
翻
訳
す
る
過
程
で
「r

e
n
s
e
i
g
n
e
m
e
n
g
t

」
を
敵
状
を
報
知
す
る
と
い
う

意
味
で
「
状
報
」
と
表
し
た
も
の
が
、
時
代
と
と
も
に
「
情
報
」
に
代
わ
っ
て
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
人

間
は
情
報
を
処
理
す
る
動
物
な
の
で
「
状
報
」
を
処
理
し
て
「
情
報
」
に
し
た
と
思
わ
れ
ま
す
。 

災
害
情
報
の
問
題
点
の
一
つ
は
情
報
の
迅
速
性
と
正
確
性
が
求
め
ら
れ
る
一
方
で
、
迅
速
性
を
求
め
れ
ば
正

確
性
が
低
下
し
、
精
度
を
求
め
れ
ば
発
表
が
遅
れ
る
と
い
う
こ
と
を
認
め
な
い
社
会
の
あ
り
方
な
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。
非
常
事
態
に
も
平
常
時
同
様
の
無
謬
性
を
求
め
る
市
民
の
風
潮
を
考
え
直
す
必
要
が
あ
る
一
方
、
マ
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ス
コ
ミ
も
被
害
の
大
き
い
一
部
に
特
化
し
、
全
体
を
俯
瞰
し
な
い
報
道
も
反
省
の
余
地
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま

す
。 防

災
情
報
の
正
誤
を
考
え
る
上
で
「
時
間
、
場
所
、
規
模
」
が
重
要
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の
「
規

模
」
は
市
民
に
は
異
常
現
象
の
有
無
よ
り
そ
の
結
果
と
し
て
生
じ
る
被
害
の
有
無
で
判
断
さ
れ
る
た
め
、
被
害

が
小
さ
い
と
一
見
誤
り
の
よ
う
に
評
価
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
警
報
を
発
表
し
て
、
異
常
な
現
象
が
発
生
し
て

も
直
ち
に
被
害
が
発
生
し
な
い
、
あ
る
い
は
、
被
害
が
少
な
い
と
、
そ
の
警
報
は
「
空
振
り
」
に
思
わ
れ
て
し

ま
い
ま
す
。
警
報
を
出
す
タ
イ
ミ
ン
グ
は
重
要
で
す
が
、
聞
き
手
も
そ
の
正
誤
を
正
し
く
判
断
し
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。 

情
報
の
も
う
一
つ
の
問
題
点
で
あ
る
人
間
工
学
的
な
問
題
に
つ
い
て
は
「
避
難
情
報
」
の
項
で
書
き
ま
し
た
。

表
現
を
正
確
に
す
る
と
か
、
雑
音
を
な
く
し
ク
リ
ア
に
す
る
と
か
、
衛
星
電
話
な
ら
ど
こ
で
も
繋
が
る
と
か
、

の
純
粋
に
工
学
的
な
問
題
が
解
決
し
正
確
な
情
報
伝
達
の
形
が
完
成
し
た
と
し
て
も
、
そ
の
情
報
に
従
っ
て
「
正

し
く
行
動
」
が
導
か
れ
な
け
れ
ば
、
正
確
な
情
報
伝
達
と
は
言
え
な
い
と
思
い
ま
す
。
ど
う
し
た
ら
、
本
当
に

情
報
を
聞
い
た
人
が
避
難
行
動
な
ど
従
っ
て
く
れ
る
の
か
を
考
え
て
い
か
な
い
と
情
報
が
生
か
せ
ま
せ
ん
。 

ま
た
、
注
意
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
は
「
デ
マ
」
や
「
流
言
」
で
す
。
２
０
１
８
年
７
月
の
西
日
本
豪
雨

の
際
に
お
笑
い
コ
ン
ビ
の
一
人
が
支
援
物
資
の
送
り
先
店
舗
で
は
な
い
店
舗
を
送
り
先
店
舗
と
し
て
ツ
イ
ッ
タ

ー
で
呼
び
か
け
て
し
ま
い
、
大
混
乱
を
招
い
た
こ
と
が
報
道
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
を
防
ぐ
た
め
に

は
ソ
ー
ス
の
量
だ
け
で
は
な
く
ソ
ー
ス
の
質
を
見
抜
く
ソ
ー
ス
ロ
ン
ダ
リ
ン
グ
の
修
練
も
含
め
、
リ
テ
ラ
シ
ー
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安全と安心

安全：外的な物理的条件
人にとって現実に物理的に危険が

無いこと、少ないことあくまでも、仮
定上の概念

安心：心理的な反応
人の内部の平安な安寧感であり、安全の確保によって達

成される「恐怖や不安が無いこと」だけではなく、安全を提
供する側への「信頼感」に裏打ちされている

非現実的な安心感は 人間の精神的健康を保つにはプラスかもしれないが、防災にはマイナス。バイアスを
除くには、正しい知識が必要  

（l
i
t
e
r
a
c
y
:

情
報
を
見
抜
く
力
）
を
日
頃
か
ら
養
っ
て
お
く
こ
と
も
重
要
で
す
。 

 

⑤
安
全
と
安
心
へ
の
過
度
の
期
待 

 
 

 
 
 

安
全
は
比
較
的
な
も
の
！ 

安
心
は
心
情
的
な
も
の
！ 

安
全
と
い
う
の
は
人
に
と
っ
て
現
実
に
物
理
的
危
険
が
な
い
と
い

う
あ
く
ま
で
仮
定
上
の
話
な
の
で
す
。
仮
定
上
の
概
念
だ
か
ら
「
絶

対
に
安
全
」
と
い
う
こ
と
は
あ
り
得
ま
せ
ん
。
ま
た
安
心
と
い
う
の

は
た
だ
の
心
理
的
な
反
応
な
の
で
、
客
観
的
な
事
実
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
だ
か
ら
「
安
心
・
安
全
」
と
い
う
言
葉
は
イ
メ
ー
ジ
だ
け
で
、

実
質
的
に
は
何
も
言
っ
て
い
な
い
の
で
す
。
災
害
時
は
非
現
実
的
な

安
心
感
、
災
害
時
に
自
分
だ
け
は
大
丈
夫
と
言
っ
た
「
正
常
性
バ
イ

ア
ス
」
を
生
じ
、
都
合
の
悪
い
こ
と
を
無
視
、
あ
る
い
は
、
過
小
評

価
す
る
結
果
と
し
て
被
害
が
拡
大
し
ま
す
。 

病
院
の
標
語
に
「
安
全
、
安
心
な
医
療
」
と
あ
り
ま
す
が
、
絶
対

に
安
全
」
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
他
の
病
院
よ
り
安
全
で
あ
る
こ
と

を
意
味
し
、
「
安
心
」
は
心
理
的
な
も
の
で
絶
対
的
な
医
療
評
価
で

は
な
い
こ
と
を
知
っ
た
上
で
、
受
診
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 
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崩壊の3大様式；空間の形

Vタイプ

パンケーキタイプ

Lean-Toタイプ
（もたれ掛かり）

生存者はこれらの空間にいる

 

⑥
地
震
の
避
難 

 

 

机
の
下
で
は
な
く
、
「
生
き
残
れ
る
三
角
形
の
隙
間
」
に
横
に
な
る
！ 

地
震
で
は
、
建
物
や
タ
ン
ス
な
ど
が
倒
れ
て
き
た
と
き
に
、
つ
ぶ
さ
れ
な
い
場
所
へ
逃
げ
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
建
物
が
崩
壊
し
た
と
き
に
ど
こ
に
い
れ
ば
生
き
残
る
か
は
、
学
問
的
に
は
す
で
に
証
明
さ
れ
て
い
ま
す
。

瓦
礫
の
作
る
三
角
形
の
空
間
、
例
え
ば
壁
際
の
三
角
形
の
空
間
、
に
避

難
す
る
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
の
本
に
は
、
瓦
礫
の
中
で
生
き
残
る
た

め
の
隙
間
と
し
て
ち
ゃ
ん
と
こ
の
三
角
形
が
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

と
こ
ろ
が
、
小
学
校
の
避
難
訓
練
を
見
て
い
る
と
先
生
方
は
机
の
下

の
隠
れ
る
よ
う
指
導
し
て
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
ア
メ
リ
カ
の
本
で
は
華

奢
な
机
の
下
に
入
る
と
そ
の
机
ご
と
押
し
つ
ぶ
さ
れ
る
の
で
、
丈
夫
な

机
の
脇
に
で
き
る
三
角
空
間
に
逃
げ
な
さ
い
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。
な

ぜ
日
本
で
は
特
に
小
学
校
の
防
災
訓
練
時
に
未
だ
に
脆
弱
な
机
の
下
と

教
え
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？
建
物
崩
落
の
際
に
は
机
ご
と
潰
さ
れ
て

し
ま
い
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
の
本
で
は
丈
夫
な
机
の
近
く
（
机
の
下
で
は

な
い
）
に
避
難
す
る
よ
う
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。 

『L
o
c
a
t
e
 s
a
f
e
 s
p
o
t
s
 i
n
 e
a
c
h
 r
o
o
m
 n
e
a
r
 a
 s
t
u
r
d
y
 t
a
b
l
e
(
n
o
t
 

u
n
d
e
r
 
–

 
i
n
 
c
a
s
e
 
 
i
t
 
p
a
r
t
i
a
l
l
y
 
c
o
l
l
a
p
s
e
)
 
o
r
 
a
g
a
i
n
s
t
 
a
n
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i
n
s
i
d
e
 
w
a
l
l
.
 

I
f
 a
n
 e
a
r
t
h
q
u
a
k
e
 h
a
p
p
e
n
s
 a
n
d
 y
o
u
 c
a
n
n
o
t
 e
a
s
i
l
y
 e
s
c
a
p
e
 b
y
 g
e
t
t
i
n
g
 o
u
t
 t
h
e
 d
o
o
r
 o
r
 w
i
n
d
o
w
,
 

t
h
e
n
 
l
i
e
 
d
o
w
n
 
a
n
d
 
c
u
r
l
 
c
u
p
 
i
n
 
t
h
e
 
f
e
t
a
l
 
p
o
s
i
t
i
o
n
 
n
e
x
t
 
t
o
 
s
o
f
a
,
 
o
r
 
l
a
r
g
e
 
c
h
a
i
r
.

』
（
訳

：
頑
丈
な
テ
ー
ブ
ル
の
近
く
の
安
全
ス
ポ
ッ
ト
に
い
な
さ
い
。
地
震
が
起
き
て
ド
ア
や
窓
か
ら
簡
単
に
脱
出
で

き
な
い
時
は
ソ
フ
ァ
ー
や
大
き
な
椅
子
の
隣
に
胎
児
の
よ
う
な
格
好
で
横
に
な
り
な
さ
い
。
） 

 

■
建
物
崩
落
事
故
で
は
３
日
経
っ
た
ら
生
存
者
は
い
な
い
の
か
？ 

 

重
機
投
入
の
た
め
の
言
い
訳
？
！ 

 

生
き
埋
め
者
の
生
存
を
決
め
る
要
因
は
「
早
い
救
出
救
助
」
、
「
２
４
時
間
以
内
の
医
療
開
始
」
、
の
２
つ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
救
出
救
助
が
急
が
れ
ま
す
。
阪
神
淡
路
大
震
災
の
生
存
救
出
率
の
デ
ー
タ

で
も
、
１
日
目
７
０
％
強
、
２
日
目
２
５
％
強
、
３
，
４
日
目
で
５
％
強
、
５
日
目
で
は
０
％
に
な
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
６
日
以
上
の
生
存
も
文
献
的
に
は
見
ら
れ
、
３
日
以
上
の
生
存
の
可
能
性
は
絶
対
に
な
い
と
は

言
え
ま
せ
ん
。
発
生
直
後
の
救
出
救
助
は
一
般
市
民
が
中
心
で
す
が
対
応
不
可
能
な
も
の
が
多
く
、
組
織
的
な

対
応
を
待
た
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。
こ
の
間
に
、
生
き
残
れ
る
僅
か
な
空
間
に
入
り
込
ん
で
い
た
被
害
者
が
脱
水
、

低
体
温
、
ア
シ
ド
ー
シ
ス
な
ど
で
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。 

一
刻
で
も
早
い
救
出
を
図
る
な
ら
救
出
す
る
側
は
作
業
効
率
を
高
め
る
た
め
ク
レ
ー
ン
な
ど
の
重
機
の
投
入

を
考
え
ま
す
が
、
生
存
者
の
可
能
性
が
あ
る
と
重
機
に
よ
り
か
え
っ
て
被
害
者
の
僅
か
な
空
間
を
崩
し
た
り
、
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地震による建物の崩壊時に生存率に影響する二大要因
二大要因

 早い救出

 ２４時間以内に医療サービス

Golden day以内に救出救助が望まれる
6日間やそれ以上生存した例はあるが、瓦礫の下

に閉じ込められた被災者は数分から数時間以内で
死亡する

被災者に懸念される事項
 低体温
 脱水
 イレウス/嘔吐
 クラッシュ症候群/緊縛状態による横紋筋融解
など

マスコミは「24時間以内の救出」と騒ぎ、
如何にも24 時間以上生存はできないよ
うに報道するが、学問的には24時間以
内に医療を開始しないと生存率が低下
することであり、24時間以上生存できな
いのではない
さらに言えば、瓦礫の撤去に重機使用を
決定した時は、一般的に生存者の可能
性が低いと判断された時であり、瓦礫の
中の「生き残れる三角形の空間」を破壊
する可能性がある  

犠
牲
者
自
身
を
負
傷
さ
せ
る
リ
ス
ク
が
あ
り
、
重
機
投
入
の
決
断
が
で
き
な
い
と
い

う
ジ
レ
ン
マ
に
陥
り
ま
す
。
そ
の
際
、
「
３
日
経
っ
た
ら
生
存
者
の
可
能
性
は
低
い
」

と
い
う
言
葉
は
彼
ら
の
決
断
を
促
す
強
い
動
機
に
な
っ
て
い
ま
す
。
重
機
を
投
入
す

る
こ
と
で
、
ま
だ
生
き
て
い
た
可
能
性
が
あ
る
犠
牲
者
が
そ
の
せ
い
で
死
亡
す
る
可

能
性
は
常
に
考
え
る
べ
き
で
、
「
３
日
間
」
と
い
う
言
葉
が
独
り
歩
き
し
て
は
い
け

ま
せ
ん
。 

 ■
「
耐
震
」
へ
の
過
信 

 
 

「
耐
震
」
と
は
建
物
が
壊
れ
な
い
こ
と
を
目
指
し
た
も
の
で
は
な
い
！ 

 
応
急
危
険
度
判
定
士
制
度
を
知
っ
て
ま
す
か
？ 

 

１
９
８
１
年
（
昭
和
５
６
年
）
６
月
１
日
以
降
の
新
耐
震
基
準
で
は
，
よ
く
起
こ

る
強
さ
の
地
震
に
対
し
て
は
建
物
の
被
害
は
軽
く
て
す
む
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
建
物
の
寿

命
の
内
に
一
度
起
こ
る
か
ど
う
か
と
い
う
強
さ
の
地
震
に
対
し
て
は
か
な
り
違
っ
て
い
て
、
こ
の
場
合
に
は
建

物
に
あ
る
程
度
の
被
害
が
で
て
も
い
い
が
、
建
物
の
中
も
し
く
は
周
辺
に
い
る
人
に
被
害
が
で
な
い
よ
う
に
す

る
こ
と
を
目
標
に
し
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
建
物
が
倒
れ
た
り
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
新
耐
震
基
準
の
目
標
は
，
地
震
に
よ
っ
て
建
物
が
こ
わ
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
で
は
な
く
，
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「
建
物
を
使
う
人
の
安
全
を
確
保
す
る
」
な
の
で
す
が
、
多
く
の
人
は
建
物
が
絶
対
に
壊
れ
な
い
と
誤
解
し
て

い
ま
す
。 

 
熊
本
地
震
で
は
、
前
震
と
本
震
が
発
生
し
ま
し
た
が
、
新
耐
震
基
準
は
１
度
目
の
地
震
に
耐
え
る
こ
と
を
前

提
と
し
て
お
り
、
何
度
も
大
き
な
地
震
が
続
く
こ
と
は
想
定
し
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
し
、 

地
震
に
対
す
る
建
物

の
強
度
を
測
る
数
値
に
は
「
ｉ
ｓ
（
ア
イ
エ
ス
）
値
」
と
「
地
震
地
域
係
数
」
の
２
つ
が
あ
る
こ
と
に
よ
り
耐

震
補
強
１
０
０
％
の
学
校
が
相
次
ぎ
破
損
し
ま
し
た
。
過
度
の
耐
震
へ
の
期
待
は
被
害
を
大
き
く
す
る
可
能
性

が
あ
り
、
新
耐
震
の
意
味
を
よ
く
理
解
し
て
お
く
こ
と
が
望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。 

建
物
の
応
急
危
険
度
判
定
は
市
町
村
が
地
震
発
生
後
の
様
々
な
応
急
対
策
の
一
つ
と
し
て
行
う
べ
き
も
の
で

す
が
、
大
災
害
時
に
は
判
定
を
必
要
と
す
る
建
築
物
の
量
的
な
問
題
や
被
災
地
域
の
広
域
性
か
ら
行
政
職
員
だ

け
で
は
対
応
が
困
難
で
す
。
そ
こ
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
協
力
可
能
な
民
間
の
建
築
士
な
ど
の
方
々
に
、

応
急
危
険
度
判
定
に
関
す
る
講
習
を
受
講
し
て
も
ら
う
こ
と
な
ど
に
よ
り
、
「
応
急
危
険
度
判
定
士
」
と
し
て

都
道
府
県
が
養
成
、
登
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
被
災
し
た
建
物
を
調
査
し
、
そ
の
後
発
生
す
る
余
震
な
ど
に
よ

る
倒
壊
の
危
険
性
や
外
壁
・
窓
ガ
ラ
ス
の
落
下
、
付
属
設
備
の
転
倒
な
ど
の
危
険
を
判
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、

人
命
に
関
わ
る
二
次
最
大
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。
詳
細
を
知
り
た
け
れ
ば
、
一
般
社
団
法

人
東
京
建
築
士
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
s
:
/
/
t
o
k
y
o
k
e
n
c
h
i
k
u
s
h
i
k
a
i
.
o
r
.
j
p
/
h
a
n
t
e
i
/
i
n
d
e
x
.
h
t
m
l

）
な

ど
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 
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■
火
事
の
避
難 

 
 

手
を
熱
傷
す
る
と
避
難
行
動
に
支
障
が
出
る
！ 

よ
く
ド
ラ
マ
な
ど
で
火
事
に
な
る
と
、
平
気
で
ド
ア
を
開
け
て
逃
げ
ま
す
が
、
ド
ア
ノ
ブ
を
触
っ
て
は
い
け

ま
せ
ん
。
手
を
熱
傷
す
る
か
ら
で
す
。
手
に
熱
傷
を
生
じ
て
し
ま
う
と
、
そ
の
後
の
避
難
行
動
に
大
き
な
支
障

が
生
じ
ま
す
。 

 

■
地
震 

 
 
 
 

 

木
造
建
築
が
最
も
安
全
！
？ 

 

阪
神
淡
路
大
震
災
の
受
傷
場
所
の
検
討
で
は
屋
内
が
７
３
％
、
屋
外
が
１
１
％
で
、
屋
外
で
受
傷
し
た
大
半

は
頭
部
ま
た
は
四
肢
の
外
傷
で
胸
部
、
腹
部
、
体
幹
、
骨
盤
の
受
傷
は
少
な
か
っ
た
と
報
告
さ
れ
て
い
ま
す
。

早
朝
で
あ
っ
た
た
め
屋
内
の
受
傷
が
多
く
、
し
か
も
建
物
の
下
敷
き
あ
る
い
は
閉
じ
込
め
に
よ
っ
て
受
傷
し
た

と
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
事
実
か
ら
屋
内
で
の
収
容
物
の
転
倒
防
止
が
従
来
か
ら
叫
ば
れ
て
き
ま
し
た
。 

 

地
震
の
死
亡
率
や
罹
患
率
に
影
響
を
与
え
る
自
然
要
因
は
、
余
震
（a

f
t
e
r
s
h
o
c
k

）
、
地
滑
り
、
有
害
物
質
、

火
事
、
ダ
ム
の
決
壊
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
東
日
本
大
震
災
は
２
日
前
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
以
上
の
余
震

（f
o
r
e
s
h
o
c
k

）
が
３
回
あ
り
、
３
５
０×

１
５
０
㎞
、
１
８
ｍ
の
断
層
の
ず
れ
が
生
じ
、
本
震
後
の
余
震

（a
f
t
e
r
s
h
o
c
k

）
は
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
が
１
回
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
が
５
０
回
以
上
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド

５
以
下
が
数
百
回
起
き
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
地
震
の
震
央
（
震
源
の
真
上
に
当
た
る
地
表
の
地
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構造プレート（tectonic plate）移動の3型

①strike-slip
（横滑り）

②dip-slip
（縦滑り）

③oblique-slip
（斜め滑り）：
①と②を示す

左横滑り断層 右横滑り断層

上縦滑り断層 下縦滑り断層

Footwall

Hangingwall

-30°
-
60°

断層（fault）
逆断層（reverse (thrust) fault）

normal fault：下が上
に行く
reverse fault：下が
下に行く

津波を起こす

 

点
）
が
沿
岸
１
０
０
㎞
で
あ
っ
た
た
め
被
害
は
限
定
的
で
、
し
か
も
日
本
の
建
物
は
米
国
よ
り
も
頑
丈
で
あ
っ

た
た
め
、
地
震
で
は
な
く
地
震
に
よ
っ
て
発
生
し
た
津
波
（
１
０
ｍ
以
上
）
が
損
害
と
死
亡
の
原
因
で
あ
っ
た

と
い
う
報
告
が
あ
り
ま
す
。 

 

地
震
は
構
造
プ
レ
ー
ト
理
論
（t

e
c
t
o
n
i
c
 p
l
a
t
e
 t
h
e
o
r
y

）
と
い
っ
て
地
球
の
表
面
の
プ
レ
ー
ト
と
呼
ば
れ

る
何
枚
か
の
岩
板
が
対
流
す
る
マ
ン
ト
ル
に
乗
っ
て
互
い
に

動
い
て
い
る
と
い
う
学
説
に
基
づ
い
て
説
明
さ
れ
て
い
る
こ

と
は
皆
さ
ん
も
周
知
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
地
震
は
地
下
の

断
層
運
動
と
考
え
ら
れ
る
の
で
、
地
震
を
起
こ
す
こ
と
に
よ

っ
て
ど
れ
だ
け
断
層
が
動
い
た
か
を
示
す
こ
と
が
地
震
発
生

の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
示
し
ま
す
。
そ
の
プ
レ
ー
ト
の
移
動
に
は

横
滑
り
、
縦
滑
り
、
斜
め
滑
り
が
あ
り
、
津
波
を
起
こ
す
の

は
縦
滑
り
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

地
震
に
関
し
て
は
い
ろ
ん
な
情
報
が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
過
去
の
論
文
か
ら
興
味
の
あ
る
も
の
を
列
挙
し
ま
す
。 

①
予
想
さ
れ
る
損
害
に
は
あ
ら
か
じ
め
予
防
し
て
お
く
。
重

い
も
の
を
下
に
置
く
、
棚
や
鏡
や
絵
画
は
固
定
す
る
、
保
存

食
糧
（
携
帯
お
に
ぎ
り
な
ど
）
の
備
蓄
、
ガ
ラ
ス
、
陶
器
、
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そ
の
他
の
壊
れ
や
す
い
物
は
下
の
棚
に
入
れ
て
し
っ
か
り
閉
め
る
、
ガ
ス
栓
の
自
動
停
止
な
ど
の
他
に
、
子
供

用
の
玩
具
や
絵
本
、
生
理
用
品
な
ど
忘
れ
な
い
よ
う
準
備
す
る
。 

②
地
震
が
地
表
あ
る
い
は
地
表
近
く
で
発
生
す
る
と
大
き
な
危
険
は
建
物
崩
壊
で
あ
る
。
生
存
性
は
建
物
の
高

さ
で
は
な
く
、
「
落
下
物
」
や
「
生
き
埋
め
や
挟
ま
れ
」
が
最
大
の
リ
ス
ク
で
あ
る
。
建
物
の
下
の
断
層
の
ず

れ
は
直
接
的
な
大
き
な
被
害
を
も
た
ら
す
が
、
地
震
波
（s

e
i
s
m
i
c
 w
a
v
e
s

）
の
揺
れ
は
地
震
の
最
中
に
最
大
の

被
害
を
も
た
ら
す
。 

③
重
症
な
頭
部
外
傷
や
胸
部
外
傷
は
一
般
的
に
は
致
命
的
で
あ
る
が
、
末
梢
四
肢
の
外
傷
が
最
も
多
く
、
ク
ラ

ッ
シ
ュ
症
候
群
の
影
響
が
最
も
複
雑
で
あ
る
。 

④
机
や
車
な
ど
の
下
に
い
た
人
は
潰
さ
れ
、
脇
に
い
た
人
は
潰
さ
れ
な
い
（
瓦
礫
の
中
の
生
き
残
れ
る
空
間
）
。 

⑤
木
製
の
建
物
は
地
震
時
に
融
通
性
が
利
き
、
地
震
と
と
も
に
揺
れ
、
倒
れ
て
も
生
き
残
る
空
間
が
で
き
や
す

い
た
め
、
地
震
の
最
中
に
は
最
も
安
全
な
建
物
で
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
の
建
築
物
が
最
も
危
険
で
す
。
レ
ン
ガ

造
り
の
家
も
個
々
に
壊
れ
る
の
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
板
の
建
築
よ
り
安
全
で
す
。 

⑥
ビ
ル
が
崩
壊
す
る
と
き
に
は
戸
口
に
い
る
と
死
亡
す
る
可
能
性
が
高
く
、
ま
た
、
階
段
に
い
て
も
い
け
な
い
。 

⑦
建
物
の
外
壁
の
近
く
、
も
し
く
は
、
建
物
の
外
に
行
く
。
建
物
の
内
側
よ
り
外
側
に
い
る
方
が
よ
り
良
い
。

建
物
の
外
周
か
ら
内
側
に
近
い
ほ
ど
避
難
路
が
閉
ざ
さ
れ
る
危
険
が
大
き
く
な
る
。 

⑧
建
物
の
外
部
に
い
る
と
き
の
負
傷
は
、
落
下
壁
、
飛
ん
で
来
た
ガ
ラ
ス
、
落
下
物
に
よ
る
も
の
が
最
も
多
い
。 

⑨
負
傷
率
は
１
～
８
％
ま
で
さ
ま
ざ
ま
で
あ
り
、
死
亡
者
対
負
傷
者
の
比
率
は
約
１
：
３
で
あ
る
。 
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⑩
軟
部
組
織
筋
骨
格
系
損
傷
６
６
％
、
骨
折
２
２
％
、
軟
部
組
織
挫
傷
や
捻
挫
８
％
、
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
は

２
～
１
５
％
と
言
わ
れ
、
裂
傷
が
最
も
普
通
に
見
ら
れ
る
。
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
は
下
肢
が
７
５
％
を
占
め
る
。 

⑪
埋
葬
さ
れ
て
い
な
い
死
亡
者
が
疾
病
の
温
床
に
な
る
と
い
う
恐
怖
感
に
は
根
拠
が
な
い
。 

⑫
「
し
ゃ
が
ん
で
、
見
つ
け
て
、
安
全
な
防
護
を
つ
け
て
、
つ
か
ま
っ
て
（d

r
o
p
,
 f
i
n
d
.
 s
a
f
e
 c
o
v
e
r
,
 a
n
d
 

h
o
l
d
 
o
n

）
」
が
避
難
の
原
則
で
あ
る
。 

⑬
精
神
症
状
と
し
て
、
う
つ
病
６
～
７
２
％
、P
T
S
D

３
．
３
か
ら
８
１
％
に
み
ら
れ
る
。 

 

■
津
波 

 
 

 

津
波
の
速
度
は
時
速
９
０
０
㎞
に
も
達
し
、
津
波
が
来
る
前
に
逃
げ
る
し
か
な
い
！ 

 

助
か
る
に
は
逃
げ
る
し
か
な
い
の
で
、
ま
ず
津
波
の
避
難
の
原
則
を
ま
と
め
ま
す
。 

①
真
っ
先
に
高
台
ま
で
避
難
す
る
こ
と
。
可
能
で
あ
れ
ば
、
よ
り
高
い
所
へ
避
難
す
る
。 

②
車
に
よ
る
避
難
は
原
則
禁
止
。 

③
家
財
や
持
ち
船
な
ど
財
産
の
持
ち
出
し
は
諦
め
る
。 

④
津
波
が
浸
水
を
始
め
た
ら
、
遠
く
の
避
難
は
諦
め
て
、
近
く
の
建
物
な
ど
、
で
き
る
だ
け
高
い
と
こ
ろ
に
登

る
。
５
０
㎝
程
度
の
津
波
で
も
巻
き
込
ま
れ
て
死
ぬ
こ
と
が
あ
る
。 

⑤
岩
場
や
堤
防
な
ど
硬
い
も
の
か
ら
で
き
る
だ
け
離
れ
る
。 
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⑥
や
む
を
得
ず
建
物
に
避
難
す
る
場
合
、
海
岸
に
面
す
る
全
面
の
ビ
ル
よ
り
２
列
目
、
３
列
目
の
建
物
に
避
難

す
る
。 

地
震
の
予
知
は
未
だ
困
難
で
あ
る
が
、
地
震
に
伴
う
津
波
の
予
測
は
可
能
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
過
去
に
わ

が
国
で
被
害
を
起
こ
し
た
近
地
津
波
の
う
ち
、
『
地
震
と
震
源
の
深
さ
が
分
か
っ
て
い
る
も
の
は
約
１
３
０
例

あ
り
、
そ
れ
か
ら
推
測
す
る
に
「
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
６
．
０
以
下
あ
る
い
は
深
さ
１
０
０
㎞
よ
り
深
け
れ
ば
被

害
を
も
た
ら
す
津
波
は
発
生
し
な
い
」
』
と
河
田
恵
昭
氏
は
述
べ
て
い
ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
地
震
情
報
を
聞

い
た
時
点
で
、
自
分
で
判
断
し
避
難
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
ま
す
。 

津
波
の
破
壊
効
果
は
、 

①
静
水
効
果
（h

y
d
r
o
s
t
a
t
i
c
 
e
f
f
e
c
t

）
：
軽
い
建
物
、
例
え
ば
木
製
の
建
物
を
持
ち
上
げ
流
す 

②
流
体
力
学
的
効
果
（h

y
d
r
o
d
y
n
a
m
i
c
 
e
f
f
e
c
t

）
：
建
物
を
壊
し
、
土
な
ど
を
流
す 

③
衝
撃
効
果
（s

h
o
c
k
 
e
f
f
e
c
t

）
：
残
骸
な
ど
に
よ
っ
て
壊
し
、
波
に
さ
ら
わ
れ
る 

の
３
つ
に
分
類
さ
れ
て
い
ま
す
。
津
波
は
大
き
な
水
の
壁
が
高
い
圧
力
を
持
っ
て
押
し
寄
せ
て
く
る
よ
う
な
も

の
で
す
。
早
い
速
度
で
移
動
す
る
水
の
壁
の
破
壊
力
と
大
量
の
水
に
よ
る
破
壊
的
な
力
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
莫
大

な
も
の
で
あ
り
、
堤
防
が
あ
る
か
ら
避
難
し
な
く
て
も
大
丈
夫
と
か
、
高
さ
が
あ
る
か
ら
大
丈
夫
と
い
っ
た
も

の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
東
日
本
大
震
災
の
大
川
小
学
校
の
被
害
の
よ
う
に
、
津
波
は
川
を
遡
る
の
で
、

川
の
上
流
も
注
意
が
必
要
で
す
。 

 

津
波
は
負
傷
者
よ
り
死
亡
者
が
多
い
災
害
で
あ
り
、
溺
水
が
大
き
な
死
亡
原
因
で
す
。
最
初
の
波
で
生
き
残
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っ
て
瓦
礫
に
し
が
み
つ
い
て
も
海
に
呑
ま
れ
て
死
亡
し
て
し
ま
い
ま
す
。
水
が
引
か
な
い
限
り
救
出
救
助
や
医

療
が
展
開
で
き
な
い
の
で
、
津
波
発
生
後
に
死
亡
を
減
ら
す
こ
と
は
難
し
い
と
思
わ
れ
ま
す
。 

 
上
下
水
道
や
交
通
網
や
電
線
な
ど
の
イ
ン
フ
ラ
が
遮
断
さ
れ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
津
波
が
去
っ
た
後

に
火
災
が
発
生
し
た
り
、
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
や
コ
ン
テ
ナ
ー
な
ど
か
ら
有
害
物
質
な
ど
が
漏
出
し
て
被
害
を

大
き
く
し
ま
す
。
ま
た
、
１
９
９
８
年
の
パ
プ
ア
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
地
震
津
波
の
よ
う
に
砂
浜
を
犠
牲
者
が
引
き

ず
ら
れ
た
た
め
骨
折
よ
り
熱
傷
を
被
っ
た
住
民
が
多
か
っ
た
事
例
も
あ
り
ま
す
。
２
０
０
４
年
ス
マ
ト
ラ
島
沖

地
震
で
下
水
や
土
壌
が
ま
じ
り
あ
っ
た
海
水
を
多
量
に
飲
み
込
ん
だ
た
め
、
下
水
や
土
壌
に
含
ま
れ
る
病
原
微

生
物
の
よ
る
「
津
波
肺
炎
」
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。
東
日
本
大
震
災
の
場
合
は
津
波
被
害
が
主
で
死
亡
者
が
多

く
新
た
な
負
傷
者
が
少
な
か
っ
た
結
果
、
津
波
に
よ
り
地
域
の
医
療
機
関
や
施
設
が
被
害
を
受
け
従
来
の
医
療

必
要
者
が
医
療
難
民
化
し
た
災
害
で
あ
り
、
当
初
か
ら
急
性
期
医
療
と
い
う
よ
り
地
域
医
療
の
復
興
と
い
う
こ

と
が
医
療
の
主
題
で
し
た
。 

 

■
雷 

 
 

 

 
 

た
だ
し
ゃ
が
ん
だ
だ
け
で
は
ダ
メ
！ 

３
０-

３
０
ル
ー
ル
を
知
っ
て
い
ま
す
か
？ 

ゴ
ム
底
の
靴
や
ゴ
ム
の
タ
イ
ヤ
は
雷
か
ら
守
っ
て
く
れ
ま
せ
ん
。
近
く
に
安
全
な
空
間
が
な
い
時
は
木
な
ど

の
高
い
物
体
の
て
っ
ぺ
ん
を
４
５
度
以
上
の
角
度
で
見
上
げ
る
範
囲
で
、
そ
の
物
体
か
ら
４
ｍ
以
上
離
れ
た
と

こ
ろ
に
し
ゃ
が
ん
で
退
避
す
る
よ
う
に
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
可
能
な
限
り
身
体
を
小
さ
く
し
て
地
面
と
の
接
地
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雷の際の「しゃがむ姿勢」

地面との接地面積を少
なくするためつま先で
しゃがみ、さらに両か
かとをくっつける。

音が凄いので耳を
塞ぐのも忘れずに。

  

面
積
を
減
ら
す
に
は
横
に
な
る
の
で
は
な
く
し
ゃ
が
む
姿
勢
は
理
に
か
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
た
だ
し
ゃ

が
ん
で
い
て
も
十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
つ
ま
先
立
ち
で
し
ゃ
が
み
地
面
と
の
接
地
面
積
を
少
な
く
し
て
、
し

か
も
両
か
か
と
を
く
っ
つ
け
る
姿
勢
を
取
る
の
が
一
番
良
い
の
で
す
。
雷
の
電
気
は
体
内
で
は
神
経
と
血
管
を

通
り
ま
す
の
で
、
心
臓
を
電
流
が
流
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
両
か
か
と
を
つ
け
て
両
足
で
シ

ョ
ー
ト
サ
イ
ク
ル
を
つ
く
れ
ば
、
感
電
し
た
と
し
て
も
電
流
は
か
か
と
で
バ
イ
パ
ス
さ
れ
心
臓
に
は
回
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、
３
０-
３
０
ラ
イ
テ
ィ
ン
グ
・
セ
ー
フ
テ
ィ
・
ル
ー
ル
と
い
う
の
が
あ
っ
て
、
「
ピ
カ
ッ
と
光
っ
て

３
０
秒
以
内
に
音
が
鳴
っ
た
ら
屋
内
に
い
な
い
と
危
な
い
」
、
「
最
後
の
雷
を
聞

い
て
か
ら
３
０
分
間
は
家
に
い
な
さ
い
」
と
い
う
ル
ー
ル
で
す
。
こ
れ
も
意
外
と

知
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。 

 ■
洪
水 

 
 

 

車
で
の
避
難
は
水
位
を
見
て
！ 

１
５
㎝
の
水
量
で
も
足
元
が
す
く
わ
れ

る
！ 

 

洪
水
は
最
も
多
い
自
然
災
害
で
あ
り
、
自
然
災
害
の
約
４
０
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
河
川
の
洪
水
に
は
「
季
節
洪
水
」
と
「
鉄
砲
水
」
が
あ
り
、
死
亡
原
因
は
溺

水
ま
た
は
水
に
浮
い
て
い
た
物
に
よ
る
外
傷
で
す
。
米
国
で
は
毎
年
死
者
１
４
０
名
で
鉄
砲
水
の
関
与
が
大
き

く
、
溺
水
は
車
に
関
連
し
た
も
の
が
多
い
の
が
特
徴
で
す
。
し
た
が
っ
て
、
２
フ
ィ
ー
ト
（
約
６
１
㎝
）
の
洪
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臺灣の地下鉄入口

利便性など不都合も生じるが、洪水の
時の被害の甚大さを考えたときにはこ
の判断は正しい  

水
で
も
車
が
時
速
１
６
㎞
で
押
さ
れ
る
の
で
車
で
の
避
難
に
対
し
て
注
意
喚
起
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
流
れ

が
速
い
な
ら
６
イ
ン
チ
（
約
１
５
㎝
）
で
も
足
元
を
す
く
わ
れ
倒
れ
る
の
で
、
水
の
中
を
避
難
す
る
時
に
は
流

れ
の
な
い
と
こ
ろ
を
歩
く
よ
う
に
指
導
し
て
い
ま
す
。
溺
水
が
典
型
的
な
死
亡
原
因
で
す
が
、
洪
水
急
性
期
に

被
害
者
が
医
療
施
設
に
到
達
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
多
く
は
洪
水
が
引
い
て
か
ら
発
見
さ
れ
る
た
め
、
洪

水
の
被
害
者
が
救
急
外
来
に
来
院
す
る
こ
と
は
あ
ま
り
な
い
の
が
現
実
で
す
。
日

本
で
も
集
中
豪
雨
の
洪
水
の
ニ
ュ
ー
ス
で
車
に
乗
っ
た
ま
ま
流
さ
れ
て
死
亡
し
た

と
い
う
報
道
が
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
Ｊ
Ａ
Ｆ
（
日
本
自
動
車
連
盟
）
も

０
～
１
０
㎝
な
ら
走
行
に
問
題
は
な
い
が
、
３
０
～
５
０
㎝
で
は
エ
ン
ジ
ン
が
停

止
し
車
か
ら
の
脱
出
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
セ
ダ
ン
は
６
０
㎝
で
ド
ア
が

開
け
ら
れ
な
く
な
る
、
と
デ
ー
タ
を
示
し
て
い
ま
す
が
、
ど
れ
だ
け
の
人
が
知
っ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
？ 

グ
ル
ジ
ア
の
洪
水
で
は
動
物
園
か
ら
ラ
イ
オ
ン
、
熊
、
カ
バ
な
ど
凶
暴
な
動
物

が
脱
走
し
ま
し
た
が
、
蛇
や
そ
の
他
の
棒
物
の
咬
傷
が
み
ら
れ
る
こ
と
も
洪
水
の

特
徴
で
す
。
最
近
台
風
の
接
近
に
伴
い
公
共
交
通
機
関
の
予
定
運
休
が
行
わ
れ
て

き
て
い
ま
す
。
２
０
１
２
年
１
０
月
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
米
国
の
ハ
リ
ケ
ー
ン

「
サ
ン
デ
ィ
」
対
策
と
し
て
前
日
の
夕
方
か
ら
す
べ
て
の
地
下
鉄
と
バ
ス
を
運
休

し
た
た
め
地
下
鉄
内
の
人
的
被
害
は
出
な
か
っ
た
そ
う
で
す
。
ま
た
、
台
湾
で
は
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地
下
鉄
の
入
口
が
路
上
と
同
じ
高
さ
で
は
な
く
、
路
上
よ
り
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
地
下
鉄
の
多
い
東
京

は
洪
水
の
際
の
予
定
運
休
だ
け
で
は
な
く
、
利
便
性
と
リ
ス
ク
の
兼
ね
合
い
を
検
討
し
、
本
質
的
な
改
善
を
す

る
必
要
が
あ
る
よ
う
で
す
。 

 

■
台
風 

 
 

 
 

台
風
が
過
ぎ
た
後
の
火
災
や
感
染
症
に
注
意
！ 

 

台
風
は
暖
か
い
海
水
か
ら
エ
ネ
ル
ギ―

を
も
ら
う
た
め
海
水
温
度
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
中
心
気
圧
範
囲

や
最
大
時
風
速
が
高
い
も
の
に
な
り
ま
す
。
中
心
の
速
度
が
速
い
ほ
ど
台
風
は
強
く
な
り
、
台
風
中
心
の
下

の
海
水
が
引
き
上
げ
ら
れ
高
潮
（s

t
o
r
m
 
s
u
r
g
e

）
に
な
り
最
大
の
脅
威
に
な
り
ま
す
。 

 

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
技
術
や
気
象
予
報
の
進
歩
に
も
拘
わ
ら
ず
、
米
国
の
沿
岸
地
域
で
は
高
潮
の
影

響
が
甚
大
に
な
る
理
由
と
し
て
、
防
風
の
発
達
増
大
に
対
す
る
迅
速
な
予
想
の
限
界
、
災
害
計
画
の
不
十
分

性
未
熟
性
や
社
会
の
無
関
心
、
迅
速
な
避
難
や
人
命
財
産
の
消
失
を
減
少
さ
せ
る
先
見
的
な
計
画
の
不
十
分

性
が
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。 

丘
の
あ
る
地
域
で
は
土
砂
崩
れ
も
あ
り
ま
す
が
、
平
地
で
最
も
多
い
死
因
は
溺
水
で
す
。
警
告
に
反
し
た

船
の
確
認
行
動
、
水
泳
、
ボ
ー
ト
、
波
乗
り
の
他
に
、
自
動
車
内
の
溺
水
も
あ
り
ま
す
の
で
、
人
間
工
学
的

な
情
報
伝
達
が
非
常
に
重
要
に
な
り
ま
す
。 

 

ロ
ウ
ソ
ク
使
用
に
よ
る
火
災
や
嵐
が
去
っ
た
後
の
電
力
復
帰
し
た
際
の
感
電
の
他
に
、
換
気
不
足
に
よ
る
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一
酸
化
炭
素
中
毒
も
忘
れ
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
特
に
一
酸
化
炭
素
中
毒
は
頭
痛
を
訴
え
る
濃
度
と
意
識
を
失

う
濃
度
の
差
が
あ
ま
り
な
い
の
で
、
頭
痛
を
感
じ
る
前
の
換
気
が
重
要
で
す
。 

台
風
の
嵐
が
強
け
れ
ば
移
動
手
段
が
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
自
分
や
家
族
な
ど
の
応
急
処
置
が
必
要
に
な

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、
台
風
の
真
っ
最
中
は
病
院
は
新
患
が
多
数
来
院
す
る
こ
と
は
な
く
思
っ
た
よ
り
暇

に
な
り
ま
す
。 

食
物
媒
介
や
水
媒
介
感
染
症
が
発
生
し
や
す
く
、
特
に
便―

口
汚
染
が
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。
ノ
ロ

ウ
ィ
ル
ス
は
ア
ル
コ
ー
ル
に
抵
抗
性
が
強
い
の
で
、
ア
ル
コ
ー
ル
プ
ッ
シ
ュ
型
手
洗
い
で
は
な
く
流
水
で
手

洗
い
す
る
こ
と
が
一
番
で
す
が
、
水
道
が
使
用
で
き
な
い
状
況
で
は
ノ
ロ
ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
は
発
生
す
る
も

の
と
し
て
最
初
か
ら
予
防
も
含
め
た
対
策
が
必
要
で
す
。 

 

■
火
山
噴
火 

 

日
本
に
は
１
０
０
以
上
の
活
火
山
が
あ
り
、
噴
火
を
想
定
し
て
登
山
す
る
こ
と
！ 

 

 

熱
傷
よ
り
も
落
下
岩
に
よ
る
外
傷
の
リ
ス
ク
が
高
く
、
生
命
に
対
す
る
危
機
の
中
で
噴
火
特
有
の
も
の
は
、

火
山
灰
、
火
砕
流
、
泥
流
、
津
波
、
地
震
で
す
。
一
酸
化
炭
素
、
フ
ッ
化
水
素
、
二
酸
化
硫
黄
（
亜
硫
酸
ガ

ス
）
の
毒
ガ
ス
に
も
注
意
が
必
要
で
す
。
二
酸
化
硫
黄
は
刺
激
臭
が
あ
り
上
下
気
道
の
粘
膜
や
目
や
皮
膚
に

も
刺
激
性
が
あ
り
、
フ
ッ
化
水
素
も
上
下
気
道
に
刺
激
性
が
あ
り
ま
す
が
、
一
酸
化
炭
素
は
無
色
無
臭
で
す
。

二
酸
化
炭
素
は
二
番
目
に
多
く
放
出
さ
れ
る
ガ
ス
で
す
が
、
空
気
よ
り
重
い
の
で
窪
地
な
ど
に
避
難
し
て
は
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火山噴火の主な損傷要因
ハザード 損傷要因 障害

流動過程

火砕流と火砕サージ（火山の噴火の際に
発生する現象のひとつで、火砕流に似て
いるが火山ガスの比率が高いため密度
が小さく、高速で薙ぎ払うように流動する
現象。）

熱 皮膚と吸入熱傷
動的圧力 身体圧迫

高温の小片 窒息

飛翔体 多発外傷

土石流
横への荷重とクラッシュ

多発外傷
外傷性窒息

汚泥 窒息、感染創
溶岩 放射熱 皮膚熱傷

落下過程
テフラ（噴火の際に火口から放出され推
積した火山砕宵物の総称）

屋根の崩壊 多発外傷

灰に埋没した屋根 窒息
吸入小片 喘息
結晶性シリカ 珪肺症
弾道性の発射体 多発外傷
軽石/溶岩断片 多発外傷

その他
ガス 刺激性酸性ガスとエアロゾル 喘息、気管支炎

地震 家屋の崩壊 多発外傷  

い
け
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ニ
オ
ス
湖
の
事
故
の
よ
う
に
二
酸
化
炭
素
が
深
い
水
の
中
に
ゆ
っ
く
り
蓄
積
し
、
雨

や
地
滑
り
に
よ
り
湖
水
が
か
き
回
さ
れ
二
酸
化
炭
素
が
放
出
さ
れ
１
，
７
０
０
名
が
死
亡
し
た
事
件
も
あ
り

ま
し
た
。 

 

噴
火
の
損
傷
要
因
は
①
流
動
過
程
、
②
落
下
過
程
、
③

そ
の
他
の
３
形
態
に
分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
熱
傷
、

ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
、
頭
部
外
傷
、
吸
入
気
道
損
傷
、
ガ

ス
被
ば
く
、
鈍
的
外
傷
、
切
断
な
ど
様
々
な
生
命
危
機
を

起
こ
し
ま
す
。
登
山
に
際
し
て
は
、
ヘ
ル
メ
ッ
ト
、
ゴ
ー

グ
ル
、
マ
ス
ク
、
手
袋
の
携
帯
を
常
に
忘
れ
て
は
い
け
ま

せ
ん
。 

①
流
動
過
程 

 

火
砕
流
と
火
砕
サ
ー
ジ
、
土
石
流
、
溶
岩
が
含
ま
れ
ま

す
。
火
砕
流
と
火
砕
サ
ー
ジ
は
最
も
危
険
な
噴
火
現
象

で
、
最
も
多
く
死
者
を
出
す
の
は
火
砕
流
で
す
。
火
砕
流

は
噴
火
で
生
じ
た
小
片
と
ガ
ス
の
熱
い
混
合
物
で
、
火
砕

サ
ー
ジ
は
火
砕
流
よ
り
薄
れ
た
懸
濁
液
で
、
熱
、
動
態
的

圧
力
、
高
温
の
小
片
、
飛
翔
体
が
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
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ま
す
。 

②
落
下
過
程 

 
噴
火
の
際
に
噴
火
口
か
ら
放
出
さ
れ
堆
積
し
た
火
山
砕
屑
物
（
テ
フ
ラ
）
は
落
下
す
る
小
片
、
飛
翔
体
、

軽
石
な
ど
が
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
し
ま
す
。 

③
そ
の
他 

 

ガ
ス
、
地
震
、
津
波
が
含
ま
れ
ま
す
。
ガ
ス
に
関
し
て
は
前
述
し
ま
し
た
。 

 
 ■

雪
崩 

 

 

自
分
で
雪
崩
を
起
こ
し
て
は
い
け
な
い
！ 

 

雪
崩
の
９
０
％
は
被
害
者
の
せ
い
で
起
こ
る
の
で
風
が
時
速
２
４
㎞
で
、
急
激
な
温
度
変
化
が
あ
り
、
１

時
間
に
２
．
５
㎝
以
上
の
雪
が
積
も
っ
た
時
は
危
険
を
冒
し
て
は
い
け
な
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
雪
崩
の

兆
候
が
見
ら
れ
た
ら
下
方
向
で
は
な
く
横
方
向
へ
の
避
難
が
有
効
で
す
。
生
き
残
れ
る
か
ど
う
か
の
多
く
は

運
だ
け
で
あ
り
、
低
体
温
と
凍
傷
は
必
発
で
す
。
３
０
分
以
上
埋
も
れ
て
い
る
と
死
亡
率
の
方
が
負
傷
率
よ

り
大
き
く
な
る
し
、
最
大
５
日
間
が
生
存
限
界
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

 

■
土
砂
崩
れ 

 

 

埋
も
れ
た
ら
ま
す
助
か
ら
な
い
！
早
め
の
避
難
し
か
な
い
！ 
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多
量
の
土
砂
か
ら
被
害
者
を
救
出
す
る
こ
と
は
困
難
で
、
救
出
で
き
た
場
合
は
ク
ラ
ッ
シ
ュ
症
候
群
や
外

傷
性
窒
息
が
発
生
し
ま
す
。 

 

■
マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
（m

a
s
s
 
g
a
t
h
e
r
i
n
g

） 

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
２
０
２
０
対
策
は
十
分
か
？ 

 

マ
ス
ギ
ャ
ザ
リ
ン
グ
の
定
義
は
、
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
ゲ
ー
ム
や
巡
礼
な
ど
の
よ
う
に
、
１
，
０
０
０
人
以
上

（
通
常
２
５
，
０
０
０
人
）
以
上
の
人
が
、
特
定
の
場
所
に
、
特
定
の
目
的
を
持
っ
て
、
特
定
の
期
間
、
集

合
し
た
状
態
を
指
し
ま
す
。
人
が
た
く
さ
ん
集
ま
る
結
果
、
「
疾
病
発
生
」
と
「
集
団
災
害
」
の
２
つ
の
側

面
を
持
っ
て
い
ま
す
。
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
結
果
、
集
団
の
大
き
さ
や
性
格
・
目
的
が
変
化
し
従
来

と
異
な
っ
た
健
康
被
害
が
出
現
し
て
い
ま
す
。 

疾
病
は
高
気
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
、
ド
ラ
ッ
グ
，
な
ど
の
要
因
で
増
加
し
、
ま
た
集
合
し
た
目
的
で
も
異
な

り
ま
す
。
例
え
ば
、
心
肺
停
止
の
割
合
は
飛
行
機
で
は
０
．
０
８
人
／
１
万
人
、
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
観
戦
で
は

０
．
０
３
人
／
１
万
人
で
あ
り
、
ク
ラ
シ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
（
０
．
０
１
９
人
／
１
万
人
）
の
４
．
２
倍
、

１
．
６
倍
に
な
り
ま
す
。 

集
団
災
害
の
側
面
で
は
「
群
集
雪
崩
（h

u
m
a
n
 
s
t
a
m
p
e
d
e

）
」
が
問
題
に
な
り
ま
す
。
２
０
０
１
年
の
明

石
歩
道
橋
事
故
で
は
歩
道
橋
の

L

字
コ
ー
ナ
ー
の
あ
た
り
に
死
者
が
多
数
発
生
し
ま
し
た
が
、
１
㎡
の
面
積

に
１
５
人
位
の
人
が
い
た
と
推
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
加
わ
っ
た
圧
力
は
約
４
０
０
㎏
／
１
㎡
（
約
２
０
０
㎏

／
１
㎡
で
失
神
す
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
）
と
異
常
な
高
値
で
あ
り
、
死
因
の
ほ
と
ん
ど
は
胸
部
圧
迫
に
よ
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る
窒
息
死
、
す
な
わ
ち
前
述
の
外
傷
性
窒
息
と
思
わ
れ
ま
す
。
「
群
集
雪
崩
（h

u
m
a
n
 
s
t
a
m
p
e
d
e

）
」
は
皆

さ
ん
も
聞
い
た
こ
と
の
あ
る
「
将
棋
倒
し
」
と
は
異
な
り
ま
す
。
「
将
棋
倒
し
」
は
人
口
密
度
（
３
～
５
人

／
１
㎡
）
で
あ
り
、
一
方
向
か
ら
力
が
か
か
る
こ
と
で
そ
の
方
向
に
倒
れ
る
も
の
で
す
。
一
方
、
「
群
集
雪

崩
」
は
人
口
密
度
が
１
０
人
／
１
㎡
と
非
常
に
人
口
密
度
が
高
く
、
高
い
圧
力
状
態
の
ど
こ
か
に
た
ま
た
ま

低
い
圧
力
部
分
が
あ
る
と
そ
こ
に
周
囲
の
圧
力
で
人
が
流
れ
込
ん
で
い
く
も
の
で
、
手
足
が
絡
ま
っ
て
な
か

な
か
救
出
が
で
き
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
状
態
で
す
。 

疾
病
の
場
合
は
あ
る
程
度
の
予
測
が
可
能
な
の
で
す
が
、
集
団
災
害
は
予
測
が
困
難
で
す
。
マ
ス
ギ
ャ
ザ

リ
ン
グ
、
特
に
集
団
災
害
の
方
は
予
防
が
最
善
の
策
に
な
り
ま
す
。
高
気
温
、
ア
ル
コ
ー
ル
や
薬
物
、
屋
外
、

立
見
席
、
ロ
ッ
ク
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
激
し
い
催
し
、
な
ど
医
療
を
要
す
る
率
（M

U
R
=
m
e
d
i
c
a
l
 u
s
a
g
e
 r
a
t
e

）

を
上
げ
る
因
子
を
考
慮
し
、
計
画
立
案
の
時
か
ら
集
団
災
害
を
防
ぐ
計
画
が
望
ま
れ
ま
す
。
東
京
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
が
２
０
２
０
年
に
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
テ
ロ
対
策
だ
け
で
は
な
く
、
群
集
の
中
で
不
安
を
彷
彿
さ
え
る

よ
う
な
さ
些
細
な
こ
と
が
「
群
集
雪
崩
」
を
起
こ
す
大
惨
事
に
な
る
こ
と
へ
の
対
策
も
十
分
し
て
お
く
べ
き

で
す
。 

 
 ■

Ｊ
ア
ラ
ー
ト 

 

 

爆
心
地
か
ら
数
１
０
０
ｍ
か
ら
１
㎞
の
生
存
は
不
可
能
！ 
死
の
灰
を
被
ら
な
い
、
吸
わ
な
い
！ 

今
学
校
や
自
治
体
で
行
わ
れ
て
い
る
「
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
訓
練
」
の
避
難
訓
練
は
、
第
２
次
世
界
大
戦
中
の
爆
弾
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爆発兵器による3つの損傷機転
爆心からの距離

距離が離れる 距離が離れる

損傷の
可能性

熱

過陽圧

衝撃

破片

熱
爆風銃創

損傷の
可能性

※閉鎖空間や水の中の
方が爆発損傷が大きい

40mから550mの範囲は爆風により死亡  

投
下
に
お
け
る
訓
練
と
同
じ
よ
う
な
訓
練
に
な
っ
て
い
ま
す
。

Ｊ
ア
ラ
ー
ト
は
北
朝
鮮
の
ミ
サ
イ
ル
が
核
を
積
ん
で
飛
ん
で
く

る
と
想
定
し
て
い
ま
す
が
、
や
っ
て
い
る
訓
練
は
第
二
次
大
戦

中
の
Ｂ-
２
９
の
通
常
爆
弾
投
下
の
避
難
訓
練
と
同
じ
で
す
。
こ

ん
な
訓
練
で
は
助
か
る
者
も
助
か
り
ま
せ
ん
。 

一
般
爆
発
兵
器
の
外
傷
機
転
は
、
熱
、
爆
風
、
爆
弾
の
破
片

な
ど
の
飛
翔
体
に
よ
る
も
の
で
す
。 

核
爆
弾
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
爆
風
５
０
％
、
熱
放
射
線
３
５
％
、

放
射
線
１
５
％
で
あ
り
、
爆
風
の
影
響
、
熱
放
射
線
の
影
響
、

放
射
線
の
影
響
、
電
磁
波
の
影
響
、
気
象
へ
の
影
響
が
生
じ
、

い
ず
れ
も
予
想
し
が
た
い
惨
状
を
起
こ
し
ま
す
。
広
島
に
投
下

さ
れ
た
１
５
キ
ロ
ト
ン
は
イ
ン
ド
、
パ
キ
ス
タ
ン
、
北
朝
鮮
、

恐
ら
く
テ
ロ
リ
ス
ト
が
持
っ
て
い
る
サ
イ
ズ
と
考
え
ら
れ
て
い

ま
す
。
爆
心
地
付
近
（
１
５
キ
ロ
ト
ン
の
核
爆
弾
で
は
数
１
０

０
ｍ
）
は
数
千
万
度
（
通
常
爆
弾
は
数
千
度
）
に
達
し
全
て
の

も
の
が
蒸
気
化
し
、
兵
器
の
残
留
ガ
ス
や
周
囲
の
空
気
や
そ
の

他
の
も
の
で
火
球
（f

i
r
e
 b
a
l
l

）
が
作
ら
れ
ま
す
。
火
球
は
急
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速
に
風
船
の
よ
う
に
成
長
し
冷
却
さ
れ
拡
張
し
、
キ
ノ
コ
雲
の
よ
う
な
形
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
放
射
線
汚
染

さ
れ
蒸
気
化
し
た
破
片
が
爆
発
の
収
ま
っ
た
後
に
広
い
範
囲
に
落
下
し
長
期
間
に
わ
た
り
致
命
的
な
放
射
線
塵

（
死
の
灰
）
に
な
り
ま
す
。 

 
１
５
キ
ロ
ト
ン
の
核
爆
弾
が
落
ち
た
ら
、
物
凄
い
圧
力
を
持
っ
た
爆
風
で
半
径
１
．
２
㎞
の
範
囲
の
建
物
は

破
壊
さ
れ
生
存
者
は
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
火
球
に
よ
り
半
径
２
㎞
の
範
囲
の
人
は
重
症
熱
傷
を
受
傷
し
ま
す
。

最
近
の
北
朝
鮮
の
実
験
で
は
弾
道
ミ
サ
イ
ル
は
最
大
５
０
キ
ロ
ト
ン
で
す
か
ら
爆
心
地
の
付
近
数
㎞
範
囲
に
い

た
ら
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
を
聞
い
て
避
難
し
て
も
ま
ず
は
助
か
ら
な
い
と
諦
め
る
し
か
な
い
の
で
す
。
む
し
ろ
一
番
実

践
す
べ
き
は
死
の
灰
を
被
ら
な
い
、
吸
わ
な
い
こ
と
な
の
で
す
。
地
下
に
逃
げ
る
か
、
高
い
ビ
ル
に
逃
げ
、
エ

ア
コ
ン
は
止
め
て
、
窓
と
い
う
窓
に
す
べ
て
目
張
り
す
る
こ
と
で
す
。
正
し
い
知
識
の
上
に
、
正
し
い
行
動
を

行
わ
な
い
と
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。 

『
全
力
疾
走
で
５
分
以
内
に
核
シ
ェ
ル
タ
ー
に
行
け
る
よ
う
な
ら
行
っ
た
方
が
よ
い
で
す
が
、
核
シ
ェ
ル
タ

ー
ま
で
１
５
分
以
上
か
か
る
よ
う
な
ら
、
今
い
る
場
所
に
少
な
く
と
も
１
時
間
は
と
ど
ま
っ
て
く
だ
さ
い
。
高

温
度
放
射
線
降
下
物
の
大
部
分
の
温
度
が
下
が
る
ま
で
待
っ
て
被
ば
く
量
を
少
し
で
も
少
な
く
す
る
で
き
ま
す

か
ら
』
と
い
う
提
案
も
米
国
で
は
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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あ
と
が
き 

あ
れ
こ
れ
思
い
つ
く
ま
ま
に
従
来
と
は
異
な
っ
た
視
点
か
ら
、
災
害
関
連
の
事
柄
を
ま
と
め
て
み
ま
し
た
。 

災
害
時
の
医
療
活
動
は
点
、
面
、
層
の
活
動
が
重
要
で
す
。
災
害
現
場
に
出
動
す
る
災
害
派
遣
医
療
チ
ー
ム

（d
i
s
a
s
t
e
r
 m
e
d
i
c
a
l
 a
s
s
i
s
t
a
n
t
 t
e
a
m

：D
M
A
T

）
に
よ
る
点
の
活
動
、
医
療
救
護
班
に
よ
る
医
療
救
護
所
や

病
院
で
の
面
の
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
医
療
職
の
活
動
を
下
支
え
す
る
層
の
活
動
の
３
つ
が
合
わ
さ
っ

て
こ
そ
最
大
の
効
果
を
発
揮
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
主
旨
に
沿
っ
て
多
業
種
・
異
業
種
の
連
携
が
構
築
さ
れ

効
果
を
発
揮
し
て
い
る
の
も
事
実
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
災
害
対
策
の
『
方
法
論
』
や
『H

o
w
 t
o
?

』
が
優
先

さ
れ
、
本
質
的
な
『W

h
a
t
?

』
『W

h
y
?

』
の
探
求
が
ま
だ
ま
だ
十
分
と
は
言
え
ま
せ
ん
。 

現
時
点
で
の
災
害
対
応
の
『
課
題
』
に
つ
い
て
、
大
所
高
所
か
ら
「
災
害
対
応
は
こ
う
あ
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」

と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
「
こ
ん
な
基
本
的
な
事
も
決
ま
っ
て
い
な
い
し
、
ま
た
、
議
論
も
さ
れ
て
い
な
い
の

が
現
状
な
の
で
す
よ
」
と
い
う
こ
と
を
よ
り
多
く
の
方
々
に
知
っ
て
欲
し
い
と
い
う
気
持
ち
、
一
言
で
表
せ
ば

『
啓
発
』
の
意
図
か
ら
本
書
を
書
き
ま
し
た
。 

そ
の
意
味
で
は
い
わ
ゆ
る
「
売
れ
る
本
」
で
は
な
い
の
で
、
自
費
出
版
し
た
次
第
で
す
。
自
費
出
版
に
関
し

て
は
、
新
興
医
学
出
版
社
林
峰
子
社
長
、
幻
戯
書
房
田
尻
勉
社
長
に
相
談
に
の
っ
て
頂
き
、
こ
の
場
を
借
り
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

２
０
２
０
年
１
月
１
日 
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【
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
】 

佐
々
木 

勝
（
さ
さ
き 

ま
さ
る
／
６
７
歳
）
。
１
９
７
７
年
東
京
医
科
大
学
卒
業
。
２

０
０
４
年
東
京D

M
A
T

（D
i
s
a
s
t
e
r
 M
e
d
i
c
a
l
 A
s
s
i
s
t
a
n
c
e
 T
e
a
m

）
設
立
。
２
０
０
８
年N

P
O

法
人
救
急
災
害

研
修
機
構
設
立
（w

w
w
.
b
d
l
s
.
j
p

）
。
２
０
１
２
年
都
立
広
尾
病
院
長
。
２
０
１
６
年
４
月
内
閣
官
房
参
与
を
拝

命
し
災
害
医
療
、
自
衛
隊
医
療
の
拡
充
に
努
め
る
。
２
０
１
９
年
現
在
日
本
大
学
客
員
教
授
。
連
絡
先
：

s
s
k
@
b
d
l
s
.
j
p
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